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中
国
研
究
集
刊
露
号
（
総
四
十
号
）
平
成
十
八
年
六
月
一
〇
九
ー
一
三
九
頁

校
訂
鬼
谷
子
三
巻
訳
稿

前
言

鬼
谷
子
は
戦
国
時
代
の
縦
横
家
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
我

が
国
で
は
余
り
顧
み
ら
れ
る
事
の
な
い
文
献
で
あ
り
、
訳
注
の
類

も
ほ
と
ん
ど
な
い
（
注
1
)
。
本
稿
は
、
そ
の
欠
を
補
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
底
本
は
、
正
統
道
蔵
本
（
四
部
叢
刊
本
）
を
使
用
し
、

嘉
慶
十
年
江
都
秦
氏
本
、
四
庫
全
書
本
等
を
参
照
し
て
校
訂
し
た
。

（
原
文
中
に
あ
る
算
用
数
字
は
、
所
謂
「
陶
宏
景
注
」
の
位
置
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
原
文
、
書
き
下
し
文
、
訳
文
の
最
後
に
あ
る

算
用
数
字
は
段
落
番
号
を
示
す
。
道
蔵
本
で
は
「
梁
陶
宏
景
注
」

の
表
記
は
無
い
。
こ
こ
で
は
嘉
慶
十
年
本
に
拠
っ
て
巻
上
、
中
、

下
の
下
総
て
に
補
っ
た
。
）

(
1
)
 

は
い
か
ふ

婢
閾

第

喝
若
稽
古
、
聖
人
之
在
天
地
間
也

2
、
為
衆
生
之
先
3
。
観
陰

陽
之
開
閾
以
命
物
4
、
知
存
亡
之
門
戸

5
、
器
策
萬
類
之
終
始
、

達
人
心
之
理
、
見
嬰
化
之
朕
焉
6
、
而
守
司
其
門
戸
7
。
故
聖
人

之
在
天
下
也
、
自
古
至
今
、
其
道
一
也
8
。

こ

こ

い

に

し

へ

か

ん

が

齊
若
に
古
を
稽
ふ
る
に
、
聖
人
の
天
地
の
間
に
在
る
や
、
衆
生

か
い
か
ふ

の
先
為
り
。
陰
陽
の
開
閾
を
観
て
以
っ
て
物
に
命
し
、
存
亡
の
門

婢
閾
第
一

1

鬼

谷

子

巻

上

高

田

哲

太

郎

1
」
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婢

閾

第

ち
う
さ
く

戸
を
知
り
、
萬
類
の
終
始
を
獅
策
し
、

あ

と

し

ゅ

し

の
朕
を
見
、
其
の
門
戸
を
守
司
す
。

故
に
聖
人
の
天
下
に
在
る
や
、
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、

い
つ

道
は
一
な
り
。

人
心
の
理
に
達
し
、

1
」 1

」

変
化

其
の

さ
て
、
い
に
し
え
の
事
か
ら
推
察
す
る
に
、
聖
人
と
い
う
存
在

が
、
こ
の
世
に
実
在
す
る
意
味
は
、
人
々
の
先
導
と
い
う
こ
と
に

あ
る
。
聖
人
は
、
陰
陽
の
開
閾
、
つ
ま
り
有
無
の
存
在
消
滅
の
現

象
を
観
察
し
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
物
（
我
以
外
）
を
定
義
し
、
存

亡
の
門
戸
、
つ
ま
り
有
無
の
存
在
、
価
値
観
が
生
み
出
さ
れ
る
関

門
が
口
、
言
語
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
と
ば
に
よ
る
分
類
、

定
義
の
構
造
を
意
識
化
し
、
人
の
心
が
ど
の
よ
う
な
原
理
に
従
っ

て
い
る
の
か
を
体
得
し
、
そ
の
心
の
跡
と
し
て
の
変
化
、
現
象
を

観
察
し
、
そ
の
大
本
と
し
て
の
口
、
言
語
（
価
値
、
世
界
を
生
み

出
す
原
点
）
を
維
持
支
配
し
て
い
る
。
（
そ
れ
は
、
言
語
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
ず
、
主
体
を
保
ち
つ
つ
人
々
を
言
語
に
よ
っ
て
価
値
付

け
る
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
）
そ
れ
故
に
、
聖
人
が
世

に
存
在
す
る
の
は
、
時
を
越
え
て
、
言
語
の
支
配
者
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

7
 

6
 

5
 

4
 
陽
、
開
以
生
物
、
陰
、
閾
以
成
物
。
生
成
既
者
、
須
立
名
以
命
之
也
。

不
忘
亡
者
存
、
有
其
存
者
亡
。
能
知
吉
凶
之
先
見
者
、
其
惟
知
機
圏

乎
。
故
日
、
知
存
亡
之
門
戸
也
。

萬
類
之
終
始
、
人
心
之
理
、
嬰
化
之
朕
迩
、
莫
不
朗
然
玄
悟
、
而
無

幽
不
測
。
故
能
壽
策
遠
見
焉
。

司
、
主
守
也
。
門
戸
、
即
上
存
亡
之
門
戸
也
。
聖
人
既
達
物
理
之
終

始
、
知
存
亡
之
門
戸
。
画
能
守
而
司
之
、
令
其
背
亡
而
趣
存
也
。

3

首
出
萬
物
以
前
人
、
用
先
知
覺
後
知
、
用
先
覺
覺
後
覺
、
故
烏
衆
生

先。

2

若
、
順
。
稽
、
考
也
。
聖
人
在
天
地
間
、
観
人
設
教
、
必
順
考
古
道

而
為
之
。

ー

拇
撥
動
也
。
閾
、
閉
蔵
也
。
凡
輿
人
間
凶
道
、
或
撥
動
之
、
示
其

同
也
。
或
閉
蔵
之
、
示
其
異
也
。

陶

宏

景

注

(t 10) 



8
 
莫
不
背
亡
而
趣
存
。
故
日
、
其
道
一
也
。

変
化
は
窮
ま
り
な
く
、
現
象
は
無
限
に
循
環
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
物
事
は
、
や
は
り
そ
の
物
事
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
行
き
着

く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
ま
ず
あ
る
一
定
の
か
た
ち
に

落
ち
着
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
陰
で
あ
っ
た
り
、
陽
で
あ
っ

た
り
、
剛
柔
、
開
閉
、
弛
張
と
い
っ
た
あ
る
形
に
行
き
着
く
も
の

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
聖
人
は
、
ひ
た
す
ら
現
象
の
門
戸
、
つ 2

」

髪
化
無
窮
、
各
有
所
蹄
9
。
或
陰
或
陽
、
或
柔
或
剛
、
或
開
或

閉
、
或
弛
或
張
1
0
。
是
故
聖
人
一
守
司
其
門
戸
、
審
察
其
所
先
後
1
1
、

度
櫂
量
能
、
校
其
伎
巧
短
長
1
2
。
夫
賢
不
肖
、
智
愚
勇
怯
、
仁
義

有
差
。
乃
可
婢
乃
可
閾
、
乃
可
進
乃
可
退
、
乃
可
賤
乃
可
貴
、
無

為
牧
之
1
3
。

2
」

お
の
お
の

変
化
は
無
窮
な
る
も
、
各
帰
す
る
所
有
り
。
或
は
陰
、
或
は
陽
、

或
は
柔
、
或
は
剛
、
或
は
開
、
或
は
閉
、
或
は
弛
、
或
は
張
。
是

の
故
に
聖
人
は
一
に
其
の
門
戸
を
守
司
し
、
其
の
先
後
す
る
所
を

ぎ

か

う

く

ら

審
察
し
、
度
権
量
能
、
其
の
伎
巧
の
短
長
を
校
ぶ
。
夫
の
賢
不
肖
、

ひ
ら

智
愚
、
勇
怯
、
仁
義
差
有
り
。
乃
ち
婢
く
べ
く
、
乃
ち
閾
づ
べ
く
、

乃
ち
進
む
べ
く
、
乃
ち
退
く
べ
く
、
乃
ち
賎
し
く
す
べ
く
、
乃
ち

こ
れ

貴
く
す
べ
く
、
無
為
に
し
て
之
を
牧
す
。

11

政
教
雖
殊
、
至
於
守
司
門
戸
則
一
。
故
審
察
其
所
宜
先
者
、
先
行
、

10 

，
 

ま
り
価
値
世
界
の
原
点
た
る
口
、
言
語
を
支
配
し
、
そ
の
こ
と
ば

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
価
値
世
界
の
変
化
の
過
程
を
詳
細
に
考

察
し
、
ど
こ
か
ら
何
を
指
し
て
ど
う
言
う
の
か
と
い
う
こ
と
の
権

能
を
は
か
り
、
そ
の
効
果
の
優
劣
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
。
あ
の
、

個
人
の
持
ち
前
と
し
て
、
自
己
相
対
化
能
力
に
優
れ
る
賢
者
、
自

己
に
執
着
す
る
不
肖
者
、
知
能
の
高
い
者
、
智
に
興
味
を
示
さ
な

い
者
、
人
に
対
す
る
あ
り
方
と
し
て
、
勇
敢
な
者
、
卑
怯
者
、
人

に
対
す
る
思
い
や
り
の
深
い
仁
者
、
人
に
道
義
を
示
そ
う
と
す
る

者
た
ち
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
て
生
ま
れ
た
差
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
と
ば
と
い
う
も
の
を
、
言
っ
た
り
言
わ
な
か
っ

た
り
出
来
る
の
で
あ
り
、
自
身
と
し
て
は
、
こ
と
ば
に
よ
っ
て
進

ん
だ
り
退
い
た
り
で
き
、
人
に
対
し
て
は
、
こ
と
ば
に
よ
り
、
卑

し
い
立
場
に
し
た
り
、
貴
く
し
た
り
で
き
る
の
で
あ
り
、
す
べ
て

は
、
己
を
超
え
て
、
言
う
べ
く
言
う
と
い
う
無
為
の
あ
り
方
で
、

こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
あ
る
。

其
道
雖
一
、
行
之
不
同
。
故
曰
、
翌
化
無
窮
。
然
有
條
而
不
斎
。
故

日
、
各
有
所
蹄
。

面
、
法
象
各
異
、
施
教
不
同
。

2
」

(111) 



所
宜
後
者
後
行
之
也
。

12

櫂
、
謂
櫂
謀
。
能
、
謂
材
能
。
伎
巧
謂
百
工
之
役
。
言
聖
人
之
用
人
、

必
量
度
其
謀
能
之
優
劣
、
校
考
其
伎
巧
之
長
短
。
然
後
因
材
而
用
。

13

言
賢
不
肖
、
智
愚
勇
怯
、
材
性
不
同
、
各
有
差
品
。
賢
者
可
婢
而
同

之
、
不
肖
者
可
閾
而
異
之
。
智
之
興
勇
可
進
而
貴
之
、
愚
之
輿
怯
可
退

而
賤
之
。
賢
愚
各
営
其
分
、
股
肱
閤
薔
其
力
、
但
恭
己
無
為
牧
之
而
已

癸゚
審
定
有
無
園
箕
賓
虚
、
随
其
嗜
欲
、
以
見
其
志
意
1
4
。
微
排
其

璽
口
、
而
婢
反
之
、
以
求
其
賓
‘
園
得
其
指
、
閾
而
婢
之
、
以
求

其
利
1
5
。
或
開
而
示
之
、
或
閾
而
閉
之
。
開
而
示
之
者
、
同
其
情

也
。
閾
而
閉
之
者
、
異
其
誠
也
1
6
。
可
輿
不
可
、
審
明
其
計
謀
、

以
原
其
同
異

17
、
離
合
有
守
、
先
従
其
志

180
即
欲
婢
之
貴
周
、

即
欲
閾
之
貴
密
。
周
密
之
貴
、
微
而
輿
道
相
追
1
9
。

3
」

◎
道
蔵
本
は
、
「
興
」
を
「
以
」
に
、
「
賓
」
を
「
貴
」
に
作
る
。
前

槌
『
諸
子
平
雖
補
録
』
の
説
に
従
っ
て
改
め
た
。

し
よ
く

有
無
と
其
の
実
虚
と
を
審
定
し
、
其
の
嗜
欲
に
随
ひ
、
以
て
其

の
志
意
を
見
る
。
微
に
其
の
言
ふ
所
を
排
し
、
婢
し
て
之
を
反
し
、

以
て
其
の
実
を
求
め
、
実
、
其
の
指
を
得
れ
ば
、
閾
し
て
之
を
婢

し
、
以
て
其
の
利
を
求
む
。
或
は
開
き
て
之
を
示
し
、
或
は
閻
し

て
之
を
閉
づ
。
開
き
て
之
を
示
す
者
は
、
其
の
情
を
同
じ
く
す
る

な
り
。
閾
し
て
之
を
閉
づ
る
者
は
、
其
の
誠
を
異
に
す
る
な
り
。

た
ず

可
と
不
可
と
は
、
其
の
計
謀
を
審
明
し
、
以
て
其
の
同
異
を
原
ぬ

も

は

い

る
も
、
離
合
、
守
有
れ
ば
、
先
づ
其
の
志
に
従
ふ
。
即
し
之
を
婢

か
ふ

せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
周
を
貴
び
、
即
し
之
を
閾
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、

密
を
貴
ぶ
。
周
密
の
貴
、
微
に
し
て
道
と
相
ひ
追
ふ
。

さ
て
、
そ
こ
で
、
物
事
は
、
事
実
と
し
て
有
る
か
無
い
か
と
、

そ
の
人
の
言
葉
が
真
実
で
あ
る
か
虚
偽
で
あ
る
の
か
を
詳
細
に
判

定
し
、
そ
の
人
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
沿
っ
て
、
何
を
望
ん
で
い
る

の
か
と
い
う
彼
の
意
図
を
見
抜
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
密
か
に

そ
の
人
の
言
っ
た
こ
と
を
並
べ
て
比
較
し
、
そ
の
事
に
つ
い
て
ロ

を
開
い
て
反
論
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
反
応
に
よ
っ
て
そ
の
人
の

真
実
と
し
て
い
る
こ
と
を
求
め
、
そ
の
人
が
実
際
に
考
え
て
い
る

こ
と
、
そ
の
目
的
方
向
を
つ
か
ん
だ
な
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ロ

を
閉
ざ
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
発
言
し
て
、
そ
こ
で
そ
の
状

況
下
に
お
け
る
有
利
な
あ
り
方
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、

或
る
時
は
発
言
し
、
或
る
時
は
何
も
言
わ
な
い
。
発
言
し
て
こ
ち

ら
の
考
え
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
こ
ち
ら
が
こ
う
有
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
本
当
の
と
こ
ろ
（
「
情
」
）
を
同
じ
く
す
る
場
合
で
あ
り
、

何
も
言
わ
な
い
と
い
う
事
は
、
こ
ち
ら
が
実
際
に
は
こ
う
す
る
の

3
」

(112) 



16 14

言
任
賢
之
道
、
必
審
定
其
材
術
之
有
無
、
性
行
之
虚
買
、
然
後
随
其

嗜
欲
而
任
之
、
以
見
其
志
意
之
慎
偽
也
。

15

凡
固
言
事
者
、
園
則
微
排
抑
其
所
言
、
撥
動
以
反
難
之
、
以
求
其
賓

情
。
買
情
既
得
、
又
自
閉
蔵
而
撥
動
之
、
彼
、
以
求
其
所
言
之
利
何
如

耳゚聞
而
同
之
、
所
以
盪
其
情
。
閾
而
異
之
、
所
以
知
其
誠
也
。

3
」

が
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
（
「
誠
」
）
を
異
に
し
て
い
る
場
合

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
き
な

い
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
画
を
明
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
基
い

て
、
情
を
同
じ
く
す
る
こ
と
か
、
誠
を
異
に
す
る
こ
と
か
を
考
え

る
が
、
人
が
そ
の
計
画
に
つ
く
か
つ
か
な
い
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

あ
り
方
や
立
場
に
制
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
、
相
手

の
意
志
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。
だ
か
ら
、
も
し
そ
の
計
画
に
つ
い

て
口
を
開
こ
う
と
す
る
な
ら
、
「
周
」
（
確
実
に
伝
わ
る
こ
と
）
を

貴
び
、
口
を
閉
ざ
そ
う
と
す
る
な
ら
、
「
密
」
（
絶
対
漏
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
）
を
貴
ぶ
。
周
、
密
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
が
微
妙
で
「
道
」
（
言
葉
を
生
み
出
す
原
点
に
己
を
超
え
て
一

体
化
し
た
本
来
的
あ
り
方
）
と
相
即
不
離
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

靡
言
、
有
可
有
不
可
。
必
明
審
其
計
謀
、
以
原
其
同
異
゜

18

圃
胄
謀
雖
離
合
不
同
、
但
能
有
所
執
守
、
則
先
従
其
志
、
以
盛
之
、

以
知
成
敗
之
蹄
也
。

19

言
撥
動
之
貴
其
周
偏
、
閉
蔵
之
貴
其
隠
密
。
而
此
二
者
皆
須
微
妙
合

於
道
之
理
。
然
後
為
得
也
。

婢
之
者
、
料
其
情
也
。
閾
之
者
、
結
其
誠
也
2
0
。
皆
見
其
櫂
衡

軽
重
、
乃
烏
之
度
敷
聖
人
因
而
為
之
慮
2
1
。
其
不
中
櫂
衡
度
敷
、

聖
人
因
而
自
為
之
慮
220

故
婢
者
、
或
婢
而
出
之
、
或
婢
而
納
之
2
3
。
閾
者
、
或
閾
而
取

之
、
或
閾
而
去
之
2
4
。
稗
閾
者
、
天
地
之
道
2
5
。
婢
閾
者
、
以
勢

動
陰
陽
、
四
時
開
閉
、
以
化
萬
物
。
縦
横
2
6
、
反
出
、
反
覆
、
反

杵
、
必
由
此
癸
270

は

い

は

か

か

ふ

之
を
押
す
と
は
、
其
の
情
を
料
る
な
り
。
之
を
閾
す
と
は
、
其
の

誠
を
結
ぶ
な
り
。
皆
、
其
の
権
衡
軽
重
を
見
、
乃
ち
之
が
度
数
を

為
し
、
聖
人
、
因
り
て
之
が
慮
を
為
す
。
其
の
権
衡
度
数
に
中
ら

ざ
れ
ば
、
聖
人
、
因
り
て
自
ら
之
が
慮
を
為
す
。

故
に
、
婢
と
は
、
或
は
婢
し
て
之
を
出
し
、
或
は
婢
し
て
之
を

17 

4
」
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ロ
を
開
く
と
い
う
こ
と
は
、
相
手
の
「
情
」
（
こ
う
あ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
本
当
の
と
こ
ろ
）
を
推
し
量
る
こ
と
で
あ
る
。
口
を
閉

ざ
す
と
い
う
こ
と
は
、
相
手
の
「
誠
」
（
こ
う
す
る
の
が
正
し
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
）
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
動
か
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
計
画
の
バ
ラ
ン
ス
と
ポ
イ
ン

ト
を
観
察
し
、
そ
こ
で
基
準
を
定
め
、
聖
人
は
そ
れ
に
基
い
て
構

想
を
練
る
。
そ
の
計
画
が
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
ず
、
基
準
に
か
な

わ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
聖
人
は
そ
こ
で
自
ら
構
想
す
る
。

そ
れ
故
に
、
婢
（
口
を
開
く
）
と
は
、
或
る
時
は
口
を
開
く
こ

と
で
あ
る
計
画
、
事
柄
を
発
生
さ
せ
、
或
る
時
は
口
を
開
く
こ
と

で
そ
の
事
柄
を
封
じ
込
め
る
こ
と
で
あ
る
。
閾
（
口
を
閉
ざ
す
）

と
は
、
或
る
時
は
口
を
閉
ざ
す
こ
と
で
あ
る
計
画
、
事
柄
を
採
用

し
て
具
体
化
を
は
か
り
、
或
る
時
は
口
を
閉
ざ
す
こ
と
で
そ
の
事

柄
を
切
り
去
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
様
に
口
を
開
く
と
閉
ざ
す
と
い

う
こ
と
、
つ
ま
り
「
婢
閾
」
は
、
天
地
自
然
の
本
来
の
あ
り
方
に

一
致
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
婢
閾
」
は
、
そ
の
こ
と
で
陰

陽
、
つ
ま
り
有
無
の
存
在
、
現
象
す
る
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
成
り 4

」

納
る
。
閾
と
は
、
或
は
閾
し
て
之
を
取
り
、
或
は
閾
し
て
之
を
去

る
。
稗
閾
は
、
天
地
の
道
な
り
。
婢
閾
は
、
以
て
陰
陽
を
変
動
し
、

四
時
の
開
閉
は
、
以
て
万
物
を
化
す
。
縦
横
、
反
出
、
反
復
、
反

杵
、
必
ず
此
に
由
る
。

23 立
つ
現
実
世
界
を
変
化
さ
せ
動
か
す
も
の
で
あ
り
、
「
四
時
の
開

閉
」
、
つ
ま
り
自
然
の
移
り
変
わ
り
は
、
そ
の
こ
と
で
万
物
を
変
化

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
縦
横
」
（
自
由
自
在
に
世
界
を
動
か
し

物
事
を
取
り
仕
切
る
こ
と
。
杵
合
篇
24)
や
、
「
反
出
」
（
反
論
し

て
み
る
こ
と
で
真
実
を
引
き
出
す
こ
と
。
反
応
篇
7
)
、
「
反
覆
」

（
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
で
未
来
を
つ
か
ん
だ
り
、
相
手
を
知
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
自
ら
を
知
っ
た
り
す
る
と
い

っ
た
こ
と
。
反
応
篇

7
)
、
「
反
杵
」
（
あ
る
計
画
や
人
物
の
、
い

ず
れ
を
採
り
い
ず
れ
を
捨
て
る
か
と
い
う
対
応
。
杵
合
篇
23)
、

こ
れ
ら
の
事
は
、
必
ず
こ
の
「
婢
閾
」
に
基
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

20

且
曹
探
、
結
謂
繁
束
。
情
、
有
慎
偽
、
故
須
簡
楓
誠
、
或
無
終

故
須
繁
束
也
。

21

櫂
衡
既
陳
、
軽
重
自
分
。
然
後
為
之
度
敷
以
制
其
軽
重
。
軽
重
得
所

岡
而
為
設
謀
慮
、
使
之
園
行
也
。

22

謂
軽
重
不
合
於
斤
雨
、
長
短
不
充
於
度
敷
、
便
為
限
物
、
何
所
施
哉
。

聖
人
因
是
自
為
謀
慮
、
更
求
其
反
也
。

謂
中
櫂
衡
者
出
而
用
之
、
其
不
中
者
納
而
蔵
之
也
。

4
」
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25 24 

誠
者
閾
而
取
之
、
不
誠
者
閾
而
去
之
。

閾
戸
‘
謂
之
坤
、
闘
戸
、
謂
之
乾
。
故
謂
天
地
之
道
。

26

陰
陽
嬰
動
、
四
時
開
閉
、
皆
婢
閾
之
道
也
。
縦
横
、
謂
廃
起
也
。
萬

物
或
開
以
起
之
、
或
閾
而
隈
之
。

27

言
婢
閾
之
道
、
或
反
之
令
出
於
彼
、
或
反
之
覆
来
於
此
、
或
反
之
於

彼
、
杵
之
於
此
、
皆
従
婢
閾
而
生
。
故
曰
、
必
由
此
也
。

稗
閾
者
、
道
之
大
化
、
説
之
愛
也
。
必
豫
審
其
嬰
化
28
。
間
國

大
命
繋
焉
2
9
「
口
者
、
心
之
門
戸
也
。
心
者
、
紳
之
主
也
30
。
志

意
、
喜
欲
、
思
慮
智
謀
、
此
皆
由
門
戸
出
入
3
1
。
故
闊
之
闊
稗

閾
、
制
之
以
出
入
。

婢
之
者
、
開
也
、
言
也
、
陽
也
。
閾
之
者
、
閉
也
、
獣
也
、
陰

也
32
。
陰
陽
其
和
、
終
始
其
義
3
3
。
故
言
長
生
、
安
柴
、
富
貴
、

尊
榮
、
顧
明
、
愛
好
、
財
力
、
得
意
、
喜
欲
烏
陽
曰
始
34
。
故
言

死
□
‘
憂
患
、
貧
賤
、
苦
辱
、
棄
損
、
亡
利
、
失
意
、
有
害
、
刑

識

誅

罰

為

陰

曰

終

35
。
諸
言
法
陽
之
類
園
、
皆
曰
始
、
言
善
以

始
其
事
。
諸
言
法
陰
之
類
者
、
皆
曰
終
、
言
悪
以
終
国
顎
3
6
。

5
」

◎
「
吉
凶
大
命
繋
焉
29
」
こ
の
句
及
び
注
29
は
、
嘉
鹿
十
年
本
に
の

「
婢
閾
」
は
、
道
の
大
化
、

つ
ま
り
本
来
的
あ
り
方
が
現
象
を 5

」

み
あ
る
。
道
蔵
本
で
は
、
注
28
の
最
後
の
部
分
に
「
吉
凶
繋
焉
」
の

四
字
が
あ
る
。
注
に
宜
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
◎
「
以
」
、
「
亡
」
、

「
者
」
、
道
蔵
本
欠
、
嘉
鹿
十
年
本
、
四
庫
全
書
本
有
り
。
◎
「
其
」
、

道
蔵
本
、
四
庫
全
書
本
、
嘉
靖
本
は
「
為
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
、

嘉
靖
本
の
慮
文
招
等
の
校
正
に
従
う
。

婢
閾
は
、
道
の
大
化
、
説
の
変
な
り
。
必
ず
豫
め
其
の
変
化
を

審
に
す
。
吉
凶
の
大
命
、
焉
に
繋
る
。

口
は
、
心
の
門
戸
な
り
。
心
は
神
の
主
な
り
。
志
意
、
喜
欲
、
思

慮
、
智
謀
、
此
れ
皆
門
戸
に
由
り
て
出
入
す
。
故
に
之
を
関
す
る

に
婢
閾
を
以
て
し
、
之
を
制
す
る
に
出
入
を
以
て
す
。

之
を
婢
す
と
は
、
開
な
り
、
言
な
り
、
陽
な
り
。
之
を
閾
す
と

は
、
閉
な
り
、
黙
な
り
、
陰
な
り
。
陰
陽
其
れ
和
す
れ
ば
、
終
始

其
れ
義
あ
り
。
故
に
長
生
、
安
楽
、
富
貴
、
尊
栄
、
顕
名
、
愛
好
、

財
利
、
得
意
、
喜
欲
を
言
ふ
は
陽
為
り
、
始
と
日
ふ
。
故
に
死
亡
、

憂
患
、
貧
賎
、
苦
辱
、
棄
損
、
亡
利
、
失
意
、
有
害
、
刑
戟
、
誅

罰
を
言
ふ
は
陰
為
り
、
終
と
日
ふ
。
諸
言
、
陽
に
法
る
の
類
は
、

皆
、
始
と
日
ふ
。
善
を
言
ひ
て
以
て
其
の
事
を
始
む
。
諸
言
、
陰

に
法
る
の
類
は
、
皆
、
終
と
日
ふ
。
悪
を
言
ひ
て
以
て
其
の
謀
を

終
ふ
。
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変
化
さ
せ
る
大
い
な
る
は
た
ら
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
の
変
化

な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
必
ず
実
践
す
る
前
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

そ
の
言
葉
の
変
化
が
、
ど
の
よ
う
に
物
事
を
変
化
さ
せ
る
か
を
は

っ
き
り
さ
せ
て
お
く
。
吉
と
な
る
か
凶
と
な
る
か
の
重
要
な
運
命

は
、
こ
の
言
葉
の
変
化
、
「
婢
閾
」
に
繋
る
も
の
で
あ
る
。

口
は
心
の
門
戸
で
あ
り
、
心
は
精
神
（
感
覚
、
思
考
の
す
べ
て

の
は
た
ら
き
）
の
主
体
で
あ
る
。
意
志
、
欲
求
、
思
慮
、
智
謀
、

こ
れ
ら
は
皆
、
口
と
い
う
門
戸
に
よ
り
、
言
葉
と
し
て
往
来
す
る
。

だ
か
ら
、
「
稗
閾
」
で
も
っ
て
こ
の
言
葉
を
管
理
し
、
往
来
さ
せ
る

か
ど
う
か
で
も
っ
て
言
葉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
（
口
だ
け
が
目
、

耳
と
異
な
り
主
体
的
で
あ
る
。
）
こ
と
ば
を
「
婢
す
」
と
は
、
ロ

を
開
く
こ
と
、
言
う
こ
と
で
あ
り
、
「
陽
」
（
＋
）
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
と
ば
を
「
閾
す
」
と
は
、
口
を
閉
ざ
す
こ
と
、
沈
黙
で
あ
り
、

「
陰
」
(
-
)
に
分
類
さ
れ
る
。
よ
っ
て
陰
陽
が
調
和
し
て
循
環
す

る
な
ら
、
物
事
の
展
開
は
本
来
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
現
れ
る
。
だ

か
ら
、
長
寿
、
安
楽
、
富
貴
、
尊
栄
、
有
名
、
愛
好
、
財
利
、
得

意
、
欲
求
に
つ
い
て
言
う
こ
と
は
「
陽
」
(
+
)
で
あ
り
、
物
事
の

「
始
り
」
と
い
う
。
同
様
に
、
死
亡
、
憂
患
、
貧
賎
、
苦
辱
、
棄

損
、
亡
利
、
失
意
、
有
害
、
制
裁
、
処
罰
に
つ
い
て
言
う
こ
と
は

「
陰
」
(
-
)
で
あ
り
、
物
事
の
「
終
り
」
と
い
う
。
種
々
の
言
葉

で
「
陽
」
に
従
う
も
の
は
、
皆
「
始
り
」
と
い
う
。
そ
の
点
で
善

で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
、
そ
の
事
を
始
め
る
の
で
あ
る
。
種
々
の

34 33 32

言
国
八
者
若
無
開
閉
、
事
或
不
節
。
故
開
之
以
婢
閾
者
、
所
以
制
其

出
入
。
開
言
於
外
、
故
曰
、
陽
也
。
閉
情
於
内
、
故
日
、
陰
也
。

開
閉
有
節
、
故
陰
陽
和
、
先
後
合
宜
、
故
終
始
義
。

凡
此
皆
欲
人
之
生
、
故
曰
園
旦
幽

3

31

凡
此
八
者
、
皆
往
来
於
口
中
。
故
曰
‘
圏
由
門
戸
出
入
也
。

5
」

言
葉
で
「
陰
」
に
従
う
も
の
は
、
皆
「
終
り
」
と
い
う
。
そ
の
点

で
悪
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
、
そ
の
事
を
終
り
に
す
る
の
で
あ
る
。

28

言
事
無
開
閾
則
大
道
不
化
、
言
説
無
麦
。
故
開
閉
者
、
所
以
化
大
道
、

髪
言
説
。
事
雖
大
、
莫
不
成
之
於
隻
化
。
故
必
認
圏
之
。

29

完
命
謂
聖
人
稟
天
命
王
天
下
。
然
此
亦
因
隻
化
而
起
。
故
曰
、
吉
凶

因
圏
固
°

30

心
因
口
宣
、
故
回
‘
口
者
心
之
門
戸
也
。
神
為
心
用
、
故
曰
、
心
者

紳
之
主
也
。
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36

謂
言
説
者
、
有
於
陽
言
之
、
有
於
陰
言
之
。
聰
者
、
宜
知
其
然
向
r

35 

凡
此
皆
欲
人
之
死
、
故
曰
陰
曰
終
。

婢
閾
之
道
、
以
陰
陽
試
之
3
7
。
故
興
陽
言
者
依
嵩
高
、
興
陰
言

以
依
卑
小
38
。
以
下
求
小
、
以
高
求
大
3
9
。
由
此
言
之
、
無
所
不

出
、
無
所
不
入
、
無
所
不
可
4
0
。
可
以
説
人
、
可
以
説
家
、
可
以

説
國
、
可
以
説
天
下
41
。
烏
小
無
内
、
烏
大
無
外
4
2
。
盆
損
、
去

就
、
倍
反
、
皆
以
陰
陽
御
其
事
43
。
陽
動
而
行
、
陰
止
而
蔵
。
陽

動
而
出
、
陰
園
而
入
。
陽
還
終
園
‘
陰
極
反
陽
44
。
以
陽
動
者
、

徳
相
生
也
。
以
陰
静
者
、
形
相
成
也
。
以
陽
求
陰
、
包
以
徳
也
。

以
陰
結
陽
、
施
以
力
也
45
。
陰
陽
相
求
、
由
稗
閾
也
4
6
。
此
天
地

陰
陽
之
道
、
而
説
人
之
法
也

47
。
烏
萬
事
之
先
、
是
謂
園
方
之

門
戸
4
8
。

6

」

◎
「
可
40
」
の
上
、
道
蔵
本
「
言
」
の
字
有
り
。
器
慶
十
年
本
無
し
。

術
。
◎
「
隠
」
、
道
蔵
本
「
随
」
に
作
る
。
蒜
鹿
十
年
本
に
従
う
。
◎

「
陰
」
、
道
蔵
本
「
始
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
う
。

婢
閾
の
道
は
、
陰
陽
を
以
て
之
を
試
む
。
故
に
陽
と
典
に
言
ふ

者
は
崇
高
に
依
り
、
陰
と
興
に
言
ふ
者
は
卑
小
に
依
る
。
下
を
以

て
小
を
求
め
、
高
を
以
て
大
を
求
む
。
此
に
由
り
て
之
を
言
は
ば
、

出
で
ざ
る
所
無
く
、
入
ら
ざ
る
所
無
く
、
可
な
ら
ざ
る
所
無
し
。

以
て
人
に
説
く
べ
く
、
以
て
家
に
説
く
べ
く
、
以
て
国
に
説
く
べ

く
、
以
て
天
下
に
説
く
べ
し
。
小
を
為
さ
ば
内
無
く
、
大
を
為
さ

ば
外
無
し
。
益
損
、
去
就
、
倍
反
、
皆
陰
陽
を
以
て
其
の
事
を
御

す
。
陽
は
動
き
て
行
き
、
陰
は
止
ま
り
て
蔵
す
。
陽
は
動
き
て
出

で
、
陰
は
隠
れ
て
入
る
。
陽
は
還
り
て
陰
に
終
り
、
陰
は
極
ま
り

て
陽
に
反
る
。
陽
を
以
て
動
く
者
は
、
徳
相
ひ
生
ず
る
な
り
。
陰

を
以
て
静
な
る
者
は
、
形
相
ひ
成
る
な
り
。
陽
を
以
て
陰
を
求
む

る
は
、
葱
む
に
徳
を
以
て
す
る
な
り
。
陰
を
以
て
陽
に
結
ぶ
は
、

施
す
に
力
を
以
て
す
る
な
り
。
陰
陽
相
ひ
求
む
る
は
、
婢
閾
に
由

る
。
此
れ
天
地
陰
陽
の
道
に
し
て
人
に
徳
の
法
な
り
。
万
事
の
先

為
り
、
是
れ
円
方
の
門
戸
と
謂
ふ
。

「
稗
閾
」
の
道
、
（
本
来
的
な
言
葉
）
は
、
こ
の
「
陰
陽
」
を
用

い
て
試
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
陽
」
に
従
っ
て
言

う
と
い
う
こ
と
は
、
永
遠
、
拡
大
と
い
っ
た
意
識
の
高
さ
に
基
い

て
言
う
の
で
あ
り
、
「
陰
」
に
従
っ
て
言
う
と
い
う
こ
と
は
、
個
人

の
利
害
の
レ
ベ
ル
と
い
っ
た
卑
小
さ
に
基
い
て
言
う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
意
識
を
個
人
の
レ
ベ
ル
ヘ
と
下
降
さ
せ
て
言
う
こ
と
で
、

「
小
」
（
そ
の
人
個
人
と
し
て
の
あ
り
方
、
我
を
損
す
る
こ
と
）
を

求
め
、
意
識
を
上
昇
さ
せ
て
言
う
こ
と
で
「
大
」
（
永
続
す
る
世
界

全
体
の
な
か
に
そ
の
人
を
位
置
づ
け
る
こ
と
。
）
を
求
め
る
の
で
あ

る。

6
」
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以
上
の
点
か
ら
こ
の
「
婢
閾
」
の
道
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、

言
葉
と
し
て
出
な
い
も
の
は
な
く
、
人
の
耳
に
入
ら
な
い
も
の
は

な
く
、
で
き
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
に
説
く

こ
と
も
で
き
る
し
、
家
に
説
く
こ
と
も
、
国
に
説
く
こ
と
も
、
世

界
に
説
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
小
」
を
追
及
し
て
い
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
人
を
そ

の
人
に
し
て
い
る
根
本
（
道
、
言
葉
）
ま
で
到
達
し
、
そ
こ
か
ら

そ
の
人
の
あ
り
方
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
内
」
、
つ
ま

り
そ
の
も
の
を
成
り
立
た
せ
る
前
提
は
な
く
、
そ
の
も
の
に
基
い

て
い
る
の
で
あ
り
、
「
大
」
を
追
及
し
て
い
っ
た
場
合
、
世
界
を
成

り
立
た
せ
て
い
る
も
の
（
道
、
言
葉
）
そ
の
も
の
へ
と
拡
大
し
一

体
化
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
外
」
、
つ
ま
り
そ
の
世
界
を
成

り
立
た
せ
て
い
る
前
提
は
な
く
、
そ
れ
が
前
提
、
根
拠
そ
の
も
の

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
益
損
」
（
増
減
、
つ
ま
り
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
増
大
、
評
価
す

る
か
、
減
少
、
否
定
す
る
か
）
、
「
去
就
」
（
就
く
か
離
れ
る
か
）
、

「
倍
反
」
（
背
く
か
帰
す
る
か
）
は
、
皆
こ
の
「
陰
陽
」
で
そ
の
事

を
取
り
扱
う
の
で
あ
る
。
「
陽
」
は
活
動
で
あ
り
、
異
な
る
あ
り
方

へ
の
移
動
で
あ
り
、
「
陰
」
は
停
止
で
あ
り
、
そ
の
あ
り
方
に
止
ま

っ
て
、
そ
れ
を
守
る
も
の
で
あ
る
。
「
陽
」
は
動
い
て
現
れ
る
も
の

で
あ
り
、
「
陰
」
は
隠
れ
て
門
戸
に
入
る
、
つ
ま
り
心
の
内
に
入
る

も
の
で
あ
る
。
「
陽
」
は
廻
り
め
ぐ
っ
て
「
陰
」
に
た
ど
り
着
き
、

40

陰
陽
之
理
盛
、
小
大
之
情
得
。
故
西
入
皆
皿
。
出
入
皆
可
、
何
所
不

39

陰
言
卑
小
、
故
日
以
下
求
之
、
陽
言
崇
高
、
故
曰
以
高
求
之
。

38

謂
興
隔
情
言
者
、
依
巌
高
以
引
之
、
興
蔭
情
言
者
鉱
卑
四
以
引
之

37

謂
或
撥
動
之
、
或
閉
蔵
之
、
以
陰
陽
之
言
試
之
、
則
其
情
慕
可
知
。 6

」

「
陰
」
は
極
ま
っ
て
は
、
「
陽
」
へ
と
復
帰
す
る
。

「
陽
」
に
従
っ
て
動
く
と
い
う
こ
と
は
、
「
徳
」
（
本
来
の
心
の

は
た
ら
き
）
が
関
係
と
し
て
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
陰
」

に
従
っ
て
静
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
形
」
（
そ
の
場
に
お
け
る

あ
り
方
）
が
関
係
と
し
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
陽
」

の
立
場
で
「
陰
」
を
求
め
る
の
は
、
「
徳
」
で
包
み
込
む
こ
と
で
あ

る
。
（
高
か
ら
低
へ
の
流
れ
）
又
、
「
陰
」
の
立
場
で
「
陽
」
に
結

び
つ
こ
う
と
す
る
の
は
、
力
を
施
す
こ
と
で
あ
る
。
（
低
か
ら
高
へ

の
流
れ
）
そ
し
て
、
「
陰
」
、
「
陽
」
が
互
い
に
求
め
合
う
の
は
、
「
稗

閾
」
（
開
閉
）
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
天
地
陰
陽

の
道
（
本
来
の
あ
り
方
、
言
葉
）
で
あ
り
、
人
に
物
を
説
く
方
法

な
の
で
あ
る
。

万
事
の
前
提
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
円
方
の
門
戸
」
（
存
在
の
前
提
）

と
い
う
。
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47 46 45 44 43

以
道
相
成
日
盆
、
以
事
相
賊
日
損
、
義
乖
日
去
、
志
同
日
就
、
去
而

遂
絶
曰
倍
、
去
而
復
来
日
反
。
凡
此
不
出
陰
陽
之
情
、
故
日
、
皆
以
陰

陽
御
其
事
也
。

悲
晶
国
罹
成
、
由
陰
陽
相
生
也
。

悲
晶
甘
爵
禄
里
固
‘
臣
以
股
肱
宣
力
。

置
、
所
以
能
相
求
者
、
由
開
閉
而
生
也
。

言
既
儒
天
地
象
陰
陽
。
故
其
法
可
以
説
人
也
。

48

天
圃
地
方
、
園
固
之
義
也
。
理
盛
開
閉
、
然
後
國
生
萬
物
。
故
為
萬

事
先
。
園
幽
之
道
、
自
此
出
入
、
故
曰
、
圃
方
之
門
戸
、
薗
、
君
也
。

方
、
臣
具

42

盛
陰
則
無
内
、
盪
陽
則
無
外
。

41

無
所
不
可
、
故
所
説
皆
可
岡
r

可
乎
゜

古
之
大
化
者
、
乃
興
圏
形
倶
生

2
。
反
以
観
往
、
覆
以
瞼
園
‘

反
以
知
古
、
覆
以
知
今
、
反
以
知
彼
、
覆
以
知
己
3
。
動
静
虚
質

之
理
、
不
合
醐
苓
、
反
古
而
求
之

4
。
事
有
反
而
得
覆
者
、
聖
人

之
意
也
5
。
不
可
不
察
6
。

人
言
者
、
動
也
。
己
獣
者
、
静
也
。
因
其
言
、
聰
其
辟
7
。
言

有
不
合
者
、
反
而
求
之
、
其
應
必
出
8
。
言
有
象
、
事
有
比
。
躙

l

有
象
比
以
観
其
次
9
。

7

」

◎
「
無
形
倶
生
2
」
の
「
無
」
、
道
蔵
本
「
元
」
に
作
る
。
以
下
総
て

「
無
」
の
字
に
統
一
す
る
。
◎
「
来
」
、
道
蔵
本
「
今
」
に
作
る
。
嘉

鹿
十
年
本
、
四
庫
全
書
本
に
従
う
。
◎
「
於
」
、
道
蔵
本
「
来
」
に
作

る
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
う
。
◎
「
既
」
、
道
蔵
本
「
其
」
に
作
る
。
倫

槌
前
掲
書
に
従
っ
て
改
め
る
。

古
の
大
に
化
す
る
者
は
、
乃
ち
無
形
と
倶
に
生
ず
。
反
し
て
以

て
往
を
観
、
覆
し
て
以
て
来
を
験
し
、
反
し
て
以
て
古
を
知
り
、

覆
し
て
以
て
今
を
知
り
、
反
し
て
以
て
彼
を
知
り
、
覆
し
て
以
て

己
を
知
る
。
動
静
虚
実
の
理
、
今
に
合
は
ざ
れ
ば
、
古
に
反
し
て

之
を
求
む
。
事
、
反
し
て
覆
を
得
る
者
有
る
は
、
聖
人
の
意
な
り
。

反

応

第

反

應

第

二

1
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察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

人
の
言
ふ
は
動
な
り
。
己
、
黙
す
る
は
静
な
り
。
其
の
言
に
因

り
、
其
の
辞
を
聴
く
。
言
、
合
は
ざ
る
者
有
ら
ば
、
反
し
て
之
を

求
む
れ
ば
、
其
の
応
必
ず
出
づ
。
言
に
象
有
り
、
事
に
比
有
り
。

既
に
象
比
有
ら
ば
、
以
て
其
の
次
を
親
る
。

古
の
大
い
に
で
世
界
を
変
化
さ
せ
た
も
の
は
、
「
無
形
」
、
つ

ま
り
形
を
形
と
す
る
、
言
葉
を
生
み
出
す
も
の
そ
の
も
の
の
視
点

に
あ
っ
た
。
（
生
み
出
さ
れ
た
言
葉
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
ず
に
あ
っ

た
。
）
そ
し
て
、
そ
う
す
る
た
め
に
、
今
の
そ
の
立
場
か
ら
、
そ
れ

を
覆
し
そ
の
前
提
に
と
ら
わ
れ
ず
振
り
返
っ
て
過
去
を
見
、
そ
こ

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
未
来
を
確
実
に
予
測
し
、
更
に
そ
の
前
提
ヘ

と
拡
大
す
る
形
で
と
ら
わ
れ
ず
に
振
り
返
り
、
過
去
の
全
体
と
し

て
の
古
を
知
り
、
そ
こ
か
ら
逆
に
た
ど
っ
て
、
今
が
何
故
こ
の
よ

う
な
今
で
あ
る
か
を
知
り
、
そ
の
前
提
を
ひ
っ
く
り
返
し
そ
の
様

に
あ
る
他
者
の
存
在
を
そ
の
よ
う
な
も
の
（
言
葉
に
よ
り
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
）
と
知
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
逆
に
考
え
て
、

そ
の
様
な
他
者
に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
を
言
葉
に
よ
っ
て
位

置
づ
け
る
我
の
存
在
を
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。
（
相
対
的
関
係
の
焦

点
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
様
な
我
を
我
と
位
置
づ
け
得

反

応

第

7
」

ー

7
」

る
立
場
を
自
覚
し
た
と
言
う
こ
と
。
）
だ
か
ら
、
陰
陽
、
稗
閾
と
い

う
動
静
、
虚
実
の
理
、
つ
ま
り
行
動
発
言
の
原
則
で
、
現
在
に
通

用
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
古
を
振
り
返
っ
て
そ
の
通
用
す
る

も
の
を
と
ら
わ
れ
ず
に
求
め
た
り
、
物
事
を
己
や
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
ひ
っ
く
り
返
し
て
前
提
を
相
対
化
し
、
そ
こ
か
ら
又
さ

か
の
ぼ
っ
て
い
っ
て
通
用
す
る
も
の
を
つ
か
ん
だ
り
す
る
と
い
う

の
は
、
聖
人
（
克
己
者
）
と
し
て
の
心
の
現
れ
、
意
志
で
あ
る
。

よ
く
よ
く
自
ら
の
な
か
で
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
が
何
か
に
つ
い
て
言
う
と
い
う
の
は
、
「
動
」
、
つ
ま
り
有
形

で
あ
り
、
自
分
が
黙
る
と
い
う
の
は
、
「
静
」
、
つ
ま
り
無
形
で
あ

る
。
こ
の
立
場
で
、
相
手
の
言
葉
に
因
っ
て
、
己
を
立
て
ず
、
そ

の
言
葉
が
ど
こ
か
ら
何
を
指
し
て
そ
う
言
う
の
か
を
聞
く
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
相
手
の
言
葉
で
道
理
上
相
手
の
意
図
し
て
い
る
も

の
と
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
反
問
し
、
自
ら
の

予
測
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
前
提
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
そ
の
事
を

求
め
れ
ば
、
そ
の
応
、
答
は
、
必
ず
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
「
言
」
、

言
葉
に
は
、
「
象
」
（
基
く
イ
メ
ー
ジ
）
が
有
り
、
「
事
」
、
事
柄
に

は
「
比
」
（
比
べ
る
も
の
）
が
有
る
。
「
象
」
と
「
比
」
が
あ
る
か

ら
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
言
」
と
「
事
」
と
が
ど
こ
か

ら
来
る
の
か
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

聰
言
之
道
或
有
不
合
、
必
反
以
難
之
。
彼
因
難
薗
更
思
、
必
有
以
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7

以
静
観
動
、
則
所
見
審
。
因
言
卿
首
、
則
所
得
明
。

6

不
審
則
失
之
於
幾
、
故
不
可
不
察
向
『

5
 

4

動
静
、
由
行
止
也
。
虚
質
、
由
箕
偽
也
。
其
理
不
合
於
今
、
反
求
圃

古
者
也
。

3
 

2
 
大
化
者
、
謂
古
之
聖
人
以
大
道
化
物
也
。
無
形
者
、
道
也
。
動
必
由

道
、
故
曰
、
無
形
倶
生
也
。

言
大
化
聖
人
、
稽
衆
捨
己
、
畢
事
重
慎
、
反
覆
詳
瞼
゜
欲
以
知
来
、

先
以
観
往
、
欲
以
知
今
、
先
以
考
古
、
欲
以
知
己
、
先
度
於
圏
。
故
能

畢
無
遺
策
、
動
必
成
功
。

事
有
不
合
、
反
而
求
彼
、
翻
得
覆
會
於
此
。
成
此
在
於
考
彼
、
契
今

由
於
求
古
、
斯
聖
人
之
意
也
。

8

謂
言
者
、
或
不
合
於
理
、
未
可
即
斥
。
但
反
而
難
之
、
使
自
求
之
、

則
契
理
之
應
、
恰
然
自
出
向
r

應
也
。

應
理
既
出
。
故
能
言
有
象
、
事
有
比
。
前
事
既
有
象
比
、
更
営
観
其

次
、
令
得
自
盛
。
象
謂
法
象
、
比
謂
比
例
。

象
者
、
象
其
事
。
比
者
、
比
其
辟
也
。
以
無
形
求
有
磐
1
0
、
其

釣
語
合
事
、
得
人
質
也
1
1
。
其
園
顎
買
網
而
取
獣
也
。
多
張
其
會

而
司
之
。
道
合
其
事
、
彼
自
出
之
。
此
釣
人
之
網
也
1
2
。
常
持
其

網
謳
之
。
其
言
無
比
、
乃
為
之
嬰
1
3
、
以
象
動
之
、
以
報
其
心
、

見
其
情
、
随
而
牧
之
1
4
。
己
反
往
、
彼
覆
来
。
言
有
象
比
、
因
而

定
基
1
5
。
重
之
、
襲
之
、
反
之
、
覆
之
、
萬
事
不
失
其
僻
1
6
。
聖

人
所
誘
愚
智
、
事
皆
不
疑
1
7
0

◎
「
猶
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。

象
は
、
其
の
事
に
象
る
。
比
は
、
其
の
辞
を
比
す
る
な
り
。
無

形
を
以
て
有
声
を
求
め
、
其
の
語
を
釣
り
て
事
に
合
は
ば
、
人
の

し
ょ
ま
う

実
を
得
る
な
り
。
其
れ
猶
ほ
置
網
を
張
り
て
獣
を
取
る
が
ご
と
き

う
か
が

な
り
。
多
く
其
の
会
に
張
り
て
之
を
司
ふ
。
道
、
其
の
事
に
合
へ

ば
、
彼
、
自
ら
之
を
出
す
。
此
れ
人
を
釣
る
の
網
な
り
。
常
に
其

の
網
を
持
し
て
之
を
駆
る
。
其
の
言
、
比
無
く
ん
ば
、
乃
ち
之
が

変
を
為
し
、
象
を
以
て
之
を
動
か
し
、
以
て
其
の
心
に
報
じ
、
其

の
情
を
見
、
随
ひ
て
之
を
牧
す
。
己
、
往
を
反
す
れ
ば
、
彼
、
来

を
覆
し
、
言
に
象
比
有
ら
ば
、
因
り
て
基
を
定
め
、
之
を
重
ね
、

之
を
襲
ひ
、
之
を
反
し
、
之
を
覆
す
れ
ば
、
万
事
、
其
の
辞
を
失

，
 

8
」
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は
ず
。
聖
人
の
愚
智
を
誘
う
所
、

皆
疑
は
ず
。

「
象
」
は
、
そ
の
基
く
事
柄
を
象
る
も
の
で
あ
り
、
「
比
」
は
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
言
葉
を
比
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
「
無
形
」
の
立
場
に
あ
っ
て
、
「
有
声
」
（
具
体
的
な
そ
の

人
の
立
場
か
ら
の
発
言
）
を
求
め
、
言
わ
せ
て
言
葉
を
釣
り
上
げ
、

そ
れ
が
そ
の
事
に
合
致
す
る
な
ら
ば
、
相
手
の
本
当
の
立
場
、
意

図
、
「
実
」
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
丁
度
網
を
張
っ
て
獣

を
捕
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
網
を
仕
掛
け
て
獣
を
待

つ
よ
う
に
、
相
手
の
多
く
の
あ
り
方
を
想
定
し
、
相
手
の
言
葉
を

待
つ
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
あ
り
方
が
、
道
理
上
、
そ
の
事
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
相
手
は
、
必
ず
こ
ち
ら
の
知
り
た
い

「
言
」
を
出
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
人
の
真
実
を
釣
り
上
げ
る

網
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
常
に
「
無
形
」
の
あ
り
方
で
こ
の
網
を
用

い
て
相
手
を
制
し
駆
り
立
て
、
言
葉
を
得
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

相
手
の
言
葉
に
比
べ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
な
け
れ
ば
、
こ
ち

ら
の
視
点
を
変
化
さ
せ
、
相
手
の
言
葉
の
基
く
と
思
わ
れ
る
イ
メ

ー
ジ
で
も
っ
て
動
か
し
て
発
言
さ
せ
、
そ
の
こ
と
で
相
手
の
心
に

問
い
か
け
、
そ
の
反
応
と
し
て
の
「
情
」
（
本
当
の
と
こ
ろ
）
を
観

察
し
て
つ
か
み
取
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
。
こ
ち
ら
が
、
「
往
」
（
相
手
の
過
去
の
言
動
）
を
と
ら
わ
れ
ず
、

こ
だ
わ
ら
ず
に
ひ
っ
く
り
返
し
て
た
ず
ね
れ
ば
、
相
手
は
、
「
来
」 8

」

14

此
言
其
嬰
也
。
報
猶
合
也
。
謂
更
開
法
象
以
動
之
。
既
合
其
心
‘
圃

（
将
来
へ
の
意
図
、
つ
も
り
）
で
答
え
る
し
、
そ
の
言
葉
に
「
象
」
、

「
比
」
が
あ
れ
ば
、
相
手
の
立
場
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
つ
か
め

る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
の
基
本
を
定
め
、
何
度
も
重

ね
て
繰
り
返
し
、
尋
ね
て
は
確
か
め
続
け
る
な
ら
ば
、
万
事
は
そ

の
言
葉
を
失
わ
ず
、
真
実
を
つ
か
め
る
の
で
、
主
体
を
確
立
で
き

る
。
だ
か
ら
、
聖
人
が
愚
者
、
知
者
を
誘
導
す
る
あ
り
方
に
は
、

迷
う
と
言
う
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

10

理
在
玄
微
、
故
無
形
也
。

言
也
。
比
謂
比
類
也
。

無
言
則
不
彰
、
故
以
無
形
求
有
盤
。
磐
即

11

得
魚
、
在
於
投
餌
、
得
語
、
在
於
骰
端
。
殺
端
則
語
應
、
投
餌
則
魚

来
。
故
日
釣
語
。
語
則
事
合
。
故
日
、
合
事
。
明
試
在
敷
言
。
故
日
、

得
人
賓
也
。

12

張
網
而
司
之
、
後
獣
自
得
。
道
合
其
事
、
彼
理
自
出
。
国
理
既
彰
、

聖
賢
斯
朔
。
雖
欲
自
懃
、
其
道
無
由
。
故
日
、
釣
人
之
網
也
。

13

持
釣
人
之
網
、
謳
令
就
職
事
也
。
或
乖
彼
、
遂
不
言
無
比
゜
如
此
則

為
之
嬰
。
圏
常
易
網
、
更
有
以
園
之
者
癸
。

8
」
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故
に
善
く
反
聴
す
る
者
は
、

乃
ち
鬼
神
を
変
じ
て
以
て
其
の
情

其
情
可
見
。
因
随
其
情
園
而
牧
養
図
也
。

園
善
反
聰
者
、
乃
愛
鬼
紳
以
得
其
情
1
8
。
其
嬰
営
也
、
而
牧
之

審
也
1
9
。
牧
之
不
審
、
得
情
不
明
。
得
情
不
明
、
定
基
不
審
200

髪
象
比
必
有
反
僻
、
以
還
聴
之
2
1
。
欲
聞
其
瞥
、
反
獣
。
欲
張
反

瞼
、
欲
高
反
下
、
欲
取
反
輿
2
2
。
欲
開
情
者
、
象
而
比
之
、
以
牧

其
辮
。
同
瞥
相
呼
、
賓
理
同
蹄
230

或
因
此
、
或
因
彼
、
或
以
事
上
、
或
以
牧
下
2
4
。
此
聴
員
偽
、

知
同
異
、
得
其
情
詐
也
2
5
。
動
作
言
獣
、
輿
此
出
入
、
喜
怒
由
此
、

以
見
其
式
260

◎
「
故
」
、
道
蔵
本
「
古
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
従
う
。

9
」

15

己
反
往
以
求
彼
、
彼
必
覆
来
而
就
職
、
則
奇
策
必
申
。
故
言
有
象
比
、

則
口
無
揮
言
。
故
可
以
定
邦
家
之
基
癸
°

16

謂
象
比
之
言
、
既
可
以
定
基
、
然
後
重
之
、
襲
之
、
反
図
‘
覆
之
。

皆
謂
再
三
詳
審
不
容
謬
妄
。
故
能
萬
事
允
梱
、
無
復
失
其
僻
者
也
。

17

聖
人
誘
愚
則
閉
蔵
図
、
以
知
其
誠
、
誘
智
則
撥
動
之
、
以
盪
其
情
、

咸
得
其
買
。
故
事
皆
不
疑
也
。

を
得
。
其
の
変
の
当
る
や
、
之
を
牧
す
る
こ
と
審
な
り
。
之
を
牧

す
る
こ
と
審
な
ら
ざ
る
は
、
情
を
得
る
こ
と
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば

な
り
。
情
を
得
る
こ
と
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
基
を
定
む
る
こ
と

審
な
ら
ず
。
象
比
を
変
ず
れ
ば
、
必
ず
反
辞
有
り
、
以
て
還
り
て

之
を
聴
く
。
其
の
声
を
聞
か
ん
と
欲
す
れ
ば
、
反
り
て
黙
す
。
張

お
さ

ら
ん
と
欲
す
れ
ば
反
り
て
瞼
め
、
高
か
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
反
り
て

下
り
、
取
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
反
り
て
典
ふ
。
情
を
聞
か
ん
と
欲
す

る
者
は
、
象
し
て
之
を
比
し
、
以
て
其
の
辞
を
牧
す
。
同
声
は
相

ひ
呼
び
、
実
理
は
同
帰
す
。
或
は
此
に
因
り
、
或
は
彼
に
因
り
、

或
は
以
て
上
に
事
へ
、
或
は
以
て
下
を
牧
す
。
此
れ
真
偽
を
聴
き
、

同
異
を
知
り
、
其
の
情
詐
を
得
る
な
り
。
動
作
、
言
黙
、
此
と
出

入
し
、
喜
怒
、
此
に
由
り
、
以
て
其
の
式
を
見
る
。

そ
れ
故
に
、
こ
だ
わ
ら
ず
に
聞
く
こ
と
の
巧
み
な
者
は
、
鬼
神
を

変
じ
、
つ
ま
り
、
（
深
層
）
意
識
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
手
の
「
情
」
を
つ
か
む
の
で
あ
る
。
そ
の
変
化
が
当
た
っ
て
い

れ
ば
、
相
手
を
は
っ
き
り
と
つ
か
み
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
相

手
を
し
つ
か
り
つ
か
ん
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
の
は
、
は
っ

き
り
と
相
手
の
「
情
」
を
つ
か
ん
で
い
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。

「
情
」
を
は
っ
き
り
と
つ
か
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
対
応
の
基
本
も

は
っ
き
り
と
定
め
ら
れ
な
い
。
「
象
」
、
「
比
」
を
変
化
さ
せ
鬼
神

を
変
ず
る
な
ら
、
必
ず
相
手
は
そ
れ
に
反
応
す
る
言
葉
を
発
す
る 9

」

(123) 



19 18

言
善
反
聰
者
、
乃
坐
忘
遺
翌
、
不
思
玄
覧
。
故
能
嬰
鬼
紳
以
得
其
情
、

洞
幽
微
匝
是
園
□
国
鬼
紳
本
密
、
今
則
不
能
、
故
日
愛
也
。

言
既
嬰
而
嘗
理
、
然
後
牧
之
図
道
審
也
。

9
」

の
で
、
退
い
て
こ
れ
を
聞
く
の
で
あ
る
。
相
手
の
言
う
こ
と
を
聞

こ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
だ
わ
ら
ず
に
黙
る
。
拡
張
し
よ
う
と
す
る

な
ら
、
こ
だ
わ
ら
ず
に
収
め
る
。
高
く
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
こ

だ
わ
ら
ず
に
下
る
。
取
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
だ
わ
ら
ず
に
与
え

る
。
相
手
の
「
情
」
を
聞
き
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
言
葉
の

基
く
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
取
り
、
こ
れ
を
同
類
の
他
の
事
例
に
比
較

し
、
そ
こ
で
相
手
の
言
葉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
同
じ
意
図
を

も
つ
言
葉
は
引
き
合
う
も
の
だ
し
、
実
際
の
筋
道
は
、
同
じ
と
こ

ろ
に
行
き
着
く
も
の
で
あ
る
。
あ
る
時
は
こ
の
立
場
に
よ
り
、
あ

る
時
は
あ
の
立
場
に
よ
り
、
と
ら
わ
れ
ず
、
心
に
従
い
自
由
自
在

に
対
応
し
、
あ
る
時
は
上
に
仕
え
、
あ
る
時
は
下
を
制
す
る
。
こ

れ
が
、
真
偽
を
聞
き
分
け
、
立
場
の
同
異
を
知
り
、
相
手
の
言
動

の
実
際
、
虚
実
を
得
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
行
動
か
ら
発
言
、
沈

黙
に
到
る
ま
で
、
す
べ
て
は
こ
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
決
断
し
、
臨

怒
の
感
情
ま
で
も
こ
れ
に
基
い
て
行
い
、
そ
こ
に
、
そ
の
あ
る
べ

き
あ
り
方
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

25 

皆
以
先
定
為
之
法
則
2
7
、
以
反
求
覆
。
観
其
所
託
。
故
用
此
者
2
8
、

20

情
明
、
在
於
審
牧
。
故
不
審
則
不
明
。
審
基
在
於
情
明
。
故
不
明
則

不
審
。

21

謂
言
者
於
象
比
有
隻
、
必
有
反
辮
以
難
之
。
令
其
闇
国
、
我
乃
還
静

以
聰
之
。

22

此
言
反
聰
之
道
。
有
以
誘
致
之
。
故
欲
聞
彼
盤
、
我
反
静
獣
、
欲
彼

開
張
、
我
反
瞼
欽
、
欲
彼
高
大
、
我
反
卑
下
、
欲
彼
牧
取
、
我
反
施
輿
゜

如
此
則
物
情
可
致
、
無
能
自
隠
也
。

23

欲
開
彼
情
、
先
設
象
比
回
動
之
。
彼
情
既
動
、
将
欲
生
僻
。
徐
徐
牧

蓑
、
令
其
自
言
。
習
猶
鶴
鳴
子
陰
、
磐
同
必
應
。
故
能
以
賓
理
相
蹄
也
。

24

謂
所
言
之
事
、
或
因
此
骰
端
、
或
因
彼
骰
端
。
其
事
有
可
以
事
上
、

可
以
牧
下
者
也
。

謂
慎
偽
、
同
異
、
情
詐
、
因
此
上
事
而
知
也
。

26

謂
動
作
言
獣
、
莫
不
由
情
、
輿
之
出
入
。
至
於
或
喜
或
怒
、
亦
由
此

情
以
見
其
式
也
。
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己
欲
平
静
、
以
聰
其
辟
‘
察
其
事
、
論
萬
物
、
別
雄
雌
29
。
雖
非

其
事
、
見
微
知
類
3
0
、
若
探
人
而
居
其
内
。
量
其
能
射
其
意
也
、

符
應
不
失
、
如
腟
蛇
之
所
指
、
若
葬
之
引
矢
3
1
0
1
0
」

皆
、
先
定
を
以
て
之
が
法
則
と
為
す
。
反
を
以
て
覆
を
求
め
、

其
の
託
す
る
所
を
観
る
。
故
に
此
を
用
ふ
る
者
は
、
己
、
平
静
に

し
て
以
て
其
の
辞
を
聴
き
、
其
の
事
を
察
し
、
万
物
を
論
じ
、
雌

雄
を
分
た
ん
と
欲
す
。
其
の
事
に
非
ず
と
雖
も
、
微
を
見
て
類
を

知
る
こ
と
、
人
を
探
り
て
其
の
内
に
居
る
が
若
し
。
其
の
能
を
量

り
其
の
意
を
射
る
や
、
符
応
し
て
失
は
ざ
る
こ
と
、
腟
蛇
の
指
す

げ
い

所

の

如

く

、

奔

の

矢

を

引

く

が

若

し

。

1

0

」

す
べ
て
は
、
先
定
（
先
に
「
情
」
、
「
実
」
を
つ
か
ん
で
対
応
方
針

を
決
し
て
お
く
こ
と
）
が
原
則
で
あ
る
。
「
反
」
（
前
提
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
と
ら
わ
れ
ず
に
ひ
っ
く
り
返
し
て
問
う
）
に
よ
っ
て
「
覆
」

（
相
手
の
反
応
）
を
求
め
、
相
手
の
し
が
み
付
い
て
い
る
も
の
、

「
情
」
を
把
握
す
る
。
故
に
、
こ
の
有
り
方
を
用
い
る
者
は
、
自

ら
は
平
静
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
の
言
莱
を
聞
き
、

そ
の
事
柄
を
洞
察
判
断
し
、
万
事
万
物
を
論
じ
、
優
劣
を
分
ち
、

価
値
の
原
点
に
立
つ
で
あ
ろ
う
。
自
ら
に
は
直
接
関
わ
り
の
な
い

事
で
も
、
微
細
な
こ
と
か
ら
類
推
し
て
実
体
を
知
る
さ
ま
は
、
人

を
調
べ
て
、
そ
の
心
の
中
に
居
る
様
で
あ
る
。
相
手
の
能
力
を
測

30 り
、
そ
の
意
図
を
見
抜
く
の
は
、
符
節
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
ぴ
っ

た
り
と
実
態
に
対
応
し
、
ま
る
で
膝
蛇
（
神
蛇
）
が
空
を
飛
び
、

狙
っ
た
も
の
に
向
う
よ
う
で
あ
り
、
弓
の
名
人
の
奔
が
矢
を
放
つ

よ
う
に
、
必
ず
目
指
す
も
の
を
射
抜
く
の
で
あ
る
。
1
0
」

28

反
於
彼
者
、
所
以
求
覆
於
此
、
因
以
観
彼
情
之
所
託
。
此
謂
信
也
。

知
人
在
於
見
情
、
故
言
用
此
也
。

29

謂
聰
言
之
道
、
先
自
平
静
。
既
得
其
僻
、
然
後
察
其
事
、
或
論
序
萬

物
、
或
分
別
雄
雌
゜

謂
所
言
之
事
、
雖
非
時
要
、
然
観
此
可
以
知
國
‘
故
曰
見
微
知
類
。

31

聞
其
言
則
可
知
其
情
。
故
探
人
而
居
其
内
則
情
原
必
盪
。
故
鼠
能
射

曇
墨
失
。
若
合
符
契
腟
蛇
所
指
、
禍
幅
不
差
。
葬
之
引
矢
、
命
慮

輯
中
。
聰
言
察
情
、
不
異
於
此
。
故
以
相
況
也
。

故
知
之
始
己
、
自
知
而
後
知
人
也
3
2
。
其
相
知
也
、
若
比
目
之

魚
。
国
見
形
也
、
若
光
之
典
影
也
3
3
。
其
察
言
也
不
失
、
若
磁
石

之
取
鍼
‘
園
舌
之
取
播
骨
3
4
。
其
輿
人
也
微
、
其
見
情
也
疾
3
5
、

27

謂
上
六
者
皆
以
先
定
於
情
、
然
後
法
則
可
為
。
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如
陰
輿
陽
、
如
陽
輿
陰
、
如
圃
輿
方
、
如
方
興
圃
3
6
。
未
見
形
、

圃
以
道
之
、
既
園
形
、
方
以
事
之
37
。
進
退
左
右
、
以
是
司
之
380

已
不
先
定
、
牧
人
不
正
3
9
、
事
用
不
巧
。
是
謂
忘
情
失
道
40
。
己

審
先
定
、
以
牧
人
、
策
而
無
形
容
、
莫
見
其
門
、
是
謂
天
紳
410」

ーー

◎
「
其
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
鹿
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。
◎
32
以
下
の

文
、
宋
太
平
御
覧
巻
四
六
二
人
事
部
に
は
、
「
又
日
、
反
覆
篇
云
、
其

和
也
、
若
比
目
魚
、
其
伺
言
也
、
若
聟
奥
糊
。
」
と
あ
る
。
◎
「
如
」
、

「
見
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。

故
に
之
を
知
る
は
己
に
始
る
。
自
ら
知
り
て
後
、
人
を
知
る
な

し
め

り
。
其
の
相
ひ
知
る
や
、
比
目
の
魚
の
若
く
、
其
の
形
を
見
す
や
、

お
け

光
の
影
に
典
る
が
若
き
な
り
。
其
の
言
を
察
す
る
や
、
失
は
ざ
る

は
ん
こ
つ

こ
と
、
磁
石
の
鍼
を
取
る
が
若
く
、
舌
の
燿
骨
を
取
る
が
如
し
。

あ
づ
か

其
の
人
に
興
る
や
微
に
、
其
の
情
を
見
る
や
疾
き
こ
と
、
陰
と
陽

と
の
如
く
、
陽
と
陰
と
の
如
く
、
円
と
方
と
の
如
く
、
方
と
円
と

み
ち
び

の
如
し
。
未
だ
形
を
見
ざ
れ
ば
、
円
、
以
て
之
を
道
き
、
既
に
形

を
見
れ
ば
、
方
、
以
て
之
を
事
と
す
。
進
退
左
右
、
是
を
以
て
之

を
司
る
。
己
、
先
定
せ
ざ
れ
ば
、
人
を
牧
す
る
こ
と
正
し
か
ら
ず
。

つ
ま
び
ら
か

事
用
、
巧
な
ら
ず
。
是
れ
忘
情
失
道
と
謂
ふ
。
己
、
審
に
先
定
し
、

以
て
人
を
牧
す
れ
ば
、
策
し
て
形
容
無
く
、
其
の
門
を
見
る
莫
し
、

」

ーー

是
れ
天
神
と
謂
ふ
。

そ
れ
故
に
、
こ
の
あ
り
方
を
知
る
要
は
、
自
分
自
身
に
そ
の
原

点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
を
知
る
こ
と
で
は
じ
め
て
人
を
知
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
自
ら
が
如
何
に
立
場
や
言
葉
、
経
験
に
と

ら
わ
れ
て
存
在
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
を
己
を
越
え
て
つ
か
む
。
人

II
自
己
は
言
葉
の
集
積
と
い
う
錯
覚
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
相
対
的
な
言
葉
の
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
仮
の
点

で
あ
り
、
世
界
と
い
う
言
葉
の
枠
組
み
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
自
ず
か
ら
、
相
手
な
る
も
の
、
人

な
る
も
の
が
ど
の
よ
う
に
存
在
し
行
動
し
、
何
を
求
め
る
の
か
が
、

手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
と
い
う
事
。
）
そ
の
あ
り
方
が
、
我
と
人
、

こ
ち
ら
と
あ
ち
ら
と
い
う
関
係
を
知
る
あ
り
さ
ま
は
、
比
目
の
魚
、

一
心
同
体
の
コ
ピ
ー
の
よ
う
に
正
確
に
つ
か
み
と
る
の
で
あ
り
、

こ
の
あ
り
方
、
方
法
が
形
を
示
す
時
は
、
我
と
相
手
を
光
と
影
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
り
方
が
、
言
葉
を
考
察

し
見
落
と
す
こ
と
の
な
い
さ
ま
は
、
磁
石
が
針
を
引
き
つ
け
る
よ

う
で
あ
り
、
舌
が
炎
り
肉
の
中
に
残
っ
た
小
骨
を
取
り
分
け
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
あ
り
方
が
、
人
に
関
わ
る
さ
ま
は
、
微
妙
で
あ

り
、
「
情
」
を
見
抜
く
さ
ま
は
極
め
て
速
く
、
頂
度
一
瞬
も
止
ま
ら

ぬ
変
化
で
あ
る
陰
と
陽
と
の
関
係
、
そ
れ
は
同
時
に
陽
と
陰
で
も

あ
る
と
い
う
相
対
的
関
係
の
よ
う
に
微
妙
か
つ
速
や
か
で
あ
り
、

円
と
方
（
無
形
と
有
形
）
、
又
方
と
円
と
の
様
に
、
現
象
と
い
う
変
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3
3
我
能
知
己
、
彼
須
我
知
、
必
雨
得
之
、
然
後
聖
賢
道
合
。
故
若
比
目

之
魚
。
聖
賢
合
則
理
自
彰
、
猶
光
生
而
影
具
幽

3

3
2
知
人
者
智
、
自
知
者
明
。
智
従
明
生
。
能
生
智
、
故
欲
知
人
回
須
自

雄
化
し
て
止
ま
な
い
も
の
の
中
で
の
相
対
的
あ
り
方
の
よ
う
で
あ
る
。

未
だ
形
と
し
て
現
れ
て
い
な
い
も
の
に
は
、
こ
ち
ら
も
「
円
」
、

無
形
の
あ
り
方
で
導
き
、
既
に
、
あ
る
―
つ
の
形
と
し
て
現
れ
て

い
る
も
の
に
は
、
こ
ち
ら
も
「
方
」
、
具
体
的
形
、
立
場
で
こ
れ
を

扱
う
。
進
退
褒
貶
（
行
動
と
評
価
）
は
、
こ
の
あ
り
方
に
基
き
、

こ
れ
を
取
り
仕
切
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
ら
が
「
先
定
」

し
、
情
を
つ
か
み
決
断
し
て
い
な
け
れ
ば
、
人
を
正
し
く
あ
る
べ

く
あ
る
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
、
計
画
し

た
事
柄
の
効
果
も
不
満
足
な
も
の
に
終
る
。
こ
れ
を
、
「
忘
情
失
道
」
、

「
情
」
を
つ
か
む
こ
と
を
忘
れ
、
あ
る
べ
き
あ
り
方
、
心
よ
り
す

る
本
来
的
こ
と
ば
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
自
ら
が
、

精
密
に
「
先
定
」
し
、
そ
こ
で
人
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
、
計

画
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
見
え
ず
、
誰
が
そ
の
様
に
取
り
計
ら
っ

た
か
も
わ
か
ら
ず
、
妬
ま
れ
た
り
憎
ま
れ
た
り
せ
ず
に
済
む
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
「
天
神
」
（
本
来
的
な
心
の
は
た
ら
き
）
と
い
う
の

で
あ
る
。

11
」

39

方
圃
進
退
、
四
不
先
定
、
則
於
牧
人
之
理
不
圏
其
正
也
。

以
聖
察
賢
、
復
何
所
失
。
故
若
磁
石
之
取
鍼
、
舌
之
取
播
且
幽
゜

聖
賢
相
輿
、
其
道
甚
微
。
不
移
寸
陰
、
見
情
甚
疾
。

―
園
上

36

園
回
之
道
、
取
類
股
肱
、
比
之
一
謄
。
其
来
尚
癸
。
故
其
相
成
也
、

如
陰
興
陽
、
其
相
形
也
、
猶
園
輿
方
。

37

喜
晦
入
息
、
未
見
之
時
、
園
営
以
圏
道
導
之
。
亦
既
出
潜
離
隈
、

見
形
之
後
、
即
以
由
裔
任
之
。

38

此
言
且
固
之
道
、
或
升
進
、
或
麒
退
、
或
貶
左
、
或
崇
右
、

回
方
之
理
。
故
曰
、
以
是
司
之
。

40

用
事
不
巧
、
則
操
末
鎖
顛
、
岡
竪
方
柄
、
情
道
雨
失
。
故
日
、
忘
情

失
道
也
。

41

己
能
審
定
、
以
之
牧
人
。
至
徳
潜
暢
、
玄
風
遠
扇
。
非
形
非
容
、
無

門
無
戸
。
見
形
而
不
及
道
、
日
用
而
不
知
。
故
謂
之
天
誹
也
。

35 34 
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な
ふ
け
ん

内

撻

第 ◎
「
朕
」
、
道
蔵
本
「
咲
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
従
う
。

内
撻

第
三

1

君
臣
上
下
之
事
、
有
遠
而
親
、
近
而
疏
2
、
就
之
不
用
、
去
之

反
求
3
。
日
進
前
而
不
御
、
遥
聞
磐
而
相
思
4
。
事
皆
有
内
撻
、

素
結
本
始
5
。
或
結
以
道
徳
、
或
結
以
黛
友
、
或
結
以
財
貨
、
或

結
以
采
色
6
。
用
其
意
、
欲
入
則
入
、
欲
出
則
出
、
欲
親
則
親
、

欲
疏
則
疏
、
欲
就
則
就
、
欲
去
則
去
、
欲
求
則
求
、
欲
思
則
思
7
、

若
鉄
母
之
従
其
子
也
、
出
無
間
、
入
無
圏
‘
獨
往
獨
来
、
莫
之
能

止
8
。

12」

君
臣
上
下
の
遠
に
し
て
親
、
近
に
し
て
疎
、
之
に
就
け
ど

も
用
ひ
ら
れ
ず
、
之
を
去
り
て
反
り
て
求
め
ら
れ
、
日
々
に
前
に

進
む
も
御
せ
ず
、
遥
か
に
声
を
聞
き
て
相
ひ
思
ふ
有
り
。
事
、
皆
、

内
撻
有
り
、
素
よ
り
本
始
に
結
ぶ
。
或
は
結
ぶ
に
道
徳
を
以
て
し
、

或
は
結
ぶ
に
党
友
を
以
て
し
、
或
は
結
ぶ
に
財
貨
を
以
て
し
、
或

は
結
ぶ
に
采
色
を
以
て
す
。
そ
の
意
を
用
ふ
れ
ば
、
入
る
を
欲
す

れ
ば
則
ち
入
り
、
出
づ
る
を
欲
す
れ
ば
則
ち
出
で
、
親
む
を
欲
す

れ
ば
則
ち
親
み
、
疎
ず
る
を
欲
す
れ
ば
則
ち
疎
じ
、
就
く
を
欲
す

れ
ば
則
ち
就
き
、
去
る
を
欲
す
れ
ば
則
ち
去
り
、
求
む
る
を
欲
す

内

捷

第

れ
ば
則
ち
求
め
、
思
ふ
を
欲
す
れ
ば
則
ち
思
ふ
こ
と
、
鉄
母
の
其

あ
と

の
子
に
従
ふ
や
、
出
づ
る
に
間
無
く
、
入
る
に
朕
無
く
、
独
り
往

き
独
り
来
り
、
之
を
能
＜
止
む
る
莫
き
が
若
し
。
1
2
」

君
臣
、
上
下
の
関
係
に
は
、
次
の
様
な
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

離
れ
た
関
係
に
あ
る
の
に
親
し
み
、
日
常
接
す
る
よ
う
な
関
係
に

あ
る
の
に
疎
じ
、
近
づ
き
親
し
も
う
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ず
、
遠

ざ
か
り
離
れ
よ
う
と
し
て
も
反
対
に
必
要
と
さ
れ
、
日
々
君
前
に

進
ん
で
も
相
手
に
せ
ず
、
遥
か
に
声
望
を
聞
い
て
用
い
た
い
と
心

に
思
う
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
何
故
そ
う
な
る
の
か
。

事
に
は
皆
、
「
内
撻
」
（
内
な
る
か
ん
ぬ
き
、
心
の
内
で
そ
う
だ
と

思
っ
て
い
る
こ
と
。
）
が
あ
り
、
も
と
よ
り
こ
の
大
本
の
始
め
、
相

手
の
根
本
的
立
場
に
こ
ち
ら
を
結
び
つ
け
る
か
ど
う
か
が
関
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
結
び
つ
く
要
因
に
は
、
道
徳
（
本
来
的
こ
と

ば
と
心
の
は
た
ら
き
）
も
あ
る
し
、
郷
党
朋
友
（
同
一
経
験
、
同

一
傾
向
）
、
財
貨
（
物
欲
）
、
風
采
色
情
（
名
声
欲
、
色
欲
）
も
あ

る
。
だ
か
ら
、
そ
の
結
び
つ
け
る
意
欲
を
用
い
る
な
ら
、
出
入
親

疎
、
去
就
求
思
、
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
す
べ
て
は
、
思
い
の
ま

ま
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
鉄
母
（
土
蜘
蛛
の
母
）
が
そ
の
子
に
就
い

て
世
話
を
す
る
と
き
に
、
巣
か
ら
出
る
と
き
も
間
隙
な
く
速
や
か
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7

自
入
出
以
下
八
事
、
皆
用
臣
之
意
、
隧
其
所
欲
、
故
能
固
志
於
君
、

6
 

5
 

ー に
穴
に
蓋
を
し
て
去
り
、
入
る
に
も
そ
の
兆
し
も
見
せ
ぬ
よ
う
に

は
い
り
、
自
由
自
在
に
往
来
し
て
、
誰
に
も
止
め
る
事
な
ど
で
き

な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

12
」

撻
者
、
持
之
令
固
也
。
言
君
臣
之
監
、
上
下
之
交
、
必
内
情
相
得
、

然
後
結
固
而
不
離
。

言
或
有
遠
而
相
親
、
去
之
反
求
、
聞
磐
而
思
者
、
皆
由
内
合
相
待
、

素
結
其
始
。
故
曰
、
皆
有
内
撻
素
結
本
始
也
。

結
以
道
徳
、
謂
以
道
徳
結
連
於
君
、
若
圏
之
臣
。
名
為
臣
、
国
買
為

師
也
。
結
以
窯
友
、
謂
友
道
拮
連
於
君
、
王
者
之
臣
。
名
為
臣
、
国
買

為
友
也
。
結
以
貨
財
、
結
以
采
色
、
謂
若
架
討
之
臣
、
費
仲
、
悪
来
之

類
、
是
也
。

4

分
違
則
日
進
前
而
不
御
、
理
契
則
遥
聞
磐
而
相
思
゜

3

非
其
意
則
就
之
而
不
用
、
順
其
事
則
去
之
而
反
来
。

2

道
合
則
遠
而
親
、
情
乖
則
近
而
疏
゜

物
奨
能
間
也
。

鉄
母
、
蛭
蟷
也
。
似
蜘
蛛
、
在
穴
中
有
盛
。
言
鉄
母
養
子
、
以
盛
覆

穴
、
出
入
往
来
、
初
無
間
繭
r

故
物
不
能
止
之
。
今
内
撻
之
臣
、
委
曲

従
君
、
以
自
結
固
、
無
有
間
隙
、
亦
由
是
也
。

内
者
、
進
説
僻
国
。
撻
者
、
撻
所
謀
也
9
二
欲
説
者
、
務
隠
度
、

計
事
者
、
務
循
順
10
。
陰
慮
可
否
、
明
言
得
失
、
以
御
其
志
110

方
来
應
時
、
以
合
其
謀
12
。
詳
思
来
撻
往
、
應
時
営
也

13
。
夫
内

有
不
合
者
、
不
可
施
行
也

14
。
乃
描
切
時
宜
、
従
便
所
為
、
以
求

其
翌
15
。
以
轡
求
内
者
、
若
管
取
撻
16
。
言
往
者
、
先
順
辮
也
。

説
来
者
、
以
嬰
言
也
17
。
善
髪
者
、
審
知
地
勢
、
乃
通
於
天
、
以

化
四
時
、
使
鬼
誹
合
於
陰
陽
18
。
而
牧
人
民
、
見
其
謀
事
、
知
其

志
意
19
。
事
有
不
合
者
、
有
所
未
知
也
20
。
合
而
不
結
者
、
陽
親

而
陰
疏
21
。
事
有
不
合
者
、
聖
人
不
為
謀
也
2

2

0

-

1

3

」

◎
「
也
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
炭
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。
◎
「
欲
説
者
、
」

以
下
22
ま
で
の
本
文
及
び
陶
宏
景
注
は
、
道
蔵
本
に
は
無
く
、
嘉
鹿

十
年
本
に
の
み
有
る
。

内
と
は
、
説
辞
を
進
む
る
な
り
。
撻
と
は
、
謀
る
所
を
撻
す
る

な
り
。
説
か
ん
と
欲
す
る
者
は
、
隠
に
度
る
に
務
め
、
事
を
計
る

者
は
、
循
順
な
る
に
務
む
。
陰
に
可
否
を
慮
り
、
明
に
得
失
を
言

8
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ひ
、
以
て
其
の
志
を
御
す
。
来
に
方
り
て
は
時
に
応
じ
、
以
て
其

の
謀
に
合
す
。
詳
に
来
を
思
ひ
て
往
を
撻
す
れ
ば
、
時
に
応
じ
て

そ

当
る
な
り
。
夫
れ
内
に
合
せ
ざ
る
者
有
ら
ば
、
施
行
す
べ
か
ら
ず
。

し
せ
つ

乃
ち
時
宜
を
描
切
し
、
為
す
所
に
便
な
る
に
従
ひ
、
以
て
其
の
変

か
ぎ

を
求
む
。
変
を
以
て
内
を
求
む
る
は
、
管
も
て
捷
を
取
る
が
若
し
。

往
を
言
ふ
は
、
先
づ
辞
に
順
ふ
。
来
を
説
く
は
、
変
を
以
て
言
ふ

な
り
。
善
く
変
ず
る
者
は
、
審
に
地
勢
を
知
り
、
乃
ち
天
に
通
じ
、

以
て
四
時
に
化
し
、
鬼
神
を
し
て
陰
陽
に
合
せ
し
め
、
而
し
て
人

民
を
牧
し
、
其
の
謀
事
を
見
、
其
の
志
意
を
知
る
。
事
に
合
せ
ざ

る
者
有
る
は
、
未
だ
知
ら
ざ
る
所
有
る
な
り
。
合
す
る
も
結
ば
れ

ざ
る
者
は
、
陽
に
親
し
み
て
陰
に
疎
ず
。
事
に
合
せ
ざ
る
者
有
ら

ば

、

聖

人

は

謀

を

為

さ

ざ

る

な

り

。

1

3

」

「
内
」
と
は
、
こ
ち
ら
の
説
を
相
手
の
心
の
内
に
進
め
る
こ
と

で
あ
る
。
「
撻
」
と
は
、
そ
の
謀
っ
た
こ
と
を
相
手
の
心
の
内
に
し

っ
か
り
と
固
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
説
こ
う
と
す
る
な
ら
、
密
か

に
相
手
の
「
情
」
の
あ
る
と
こ
ろ
を
推
し
測
る
こ
と
に
務
め
、
計

画
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
が
物
事
の
自
然
の
流
れ
に
順
う
よ

う
に
務
め
る
。
こ
ち
ら
側
で
、
ひ
そ
か
に
そ
れ
が
実
現
可
能
か
、

相
手
が
納
得
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
明
確

に
そ
の
こ
と
の
得
失
を
言
っ
て
、
相
手
の
意
志
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
。
「
来
」
（
相
手
の
つ
も
り
、
将
来
へ
の
意
志
）
に
就
い
て
は
、

そ
の
時
々
に
然
る
べ
く
対
応
し
、
こ
ち
ら
の
計
謀
に
合
致
さ
せ
る
。

詳
ら
か
に
「
来
」
を
思
慮
し
て
、
相
手
の
「
往
」
（
過
去
、
現
在
の

前
提
）
を
し
つ
か
り
固
定
す
る
な
ら
、
時
の
変
化
に
対
応
し
、
然

る
べ
く
相
手
の
心
に
か
な
っ
た
も
の
と
な
る
。
そ
も
そ
も
相
手
の

心
の
内
に
合
致
し
な
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、
物
事
は
う
ま
く
施
行

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
、
時
の
宜
し
き
に
ぴ
っ
た
り
合

致
す
る
も
の
を
適
切
に
推
し
量
り
、
相
手
が
実
行
し
や
す
い
形
に

従
っ
て
、
そ
の
こ
と
で
相
手
の
心
の
変
化
を
求
め
る
。
こ
の
変
化

で
も
っ
て
、
相
手
の
心
の
内
に
こ
ち
ら
の
説
を
進
め
る
の
は
、
頂

度
、
鍵
を
使
っ
て
、
し
つ
か
り
固
定
さ
れ
た
「
撻
」
（
か
ん
ぬ
き
）

を
取
り
去
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
相
手
の
「
往
」
（
過
去
）
を
言

う
に
は
、
ま
ず
言
葉
に
従
い
、
解
釈
や
評
価
を
混
え
な
い
。
「
来
」

を
説
く
に
は
、
変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
要
点
と
し
て
言
う
。

上
手
に
変
化
さ
せ
る
者
は
、
詳
ら
か
に
「
地
勢
」
（
人
の
環
境
、
地

位
、
勢
力
）
を
知
り
、
そ
こ
で
、
「
天
」
（
そ
の
前
提
、
拠
っ
て
立

っ
と
こ
ろ
）
に
通
じ
、
「
四
時
」
（
時
の
変
化
、
流
れ
）
に
一
体
化

し
沿
う
こ
と
で
、
「
鬼
神
」
（
深
層
意
識
）
を
「
陰
陽
」
（
現
象
、

変
化
）
に
合
致
さ
せ
て
、
（
己
の
レ
ベ
ル
を
超
え
た
自
然
の
視
点
に

立
ち
、
）
主
体
と
な
り
、
人
民
を
養
い
治
め
、
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
）

彼
等
の
く
わ
だ
て
行
う
と
こ
ろ
を
見
て
、
そ
の
意
志
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
を
知
る
。
事
柄
で
、
相
手
と
話
が
道
理
上
合
致
し
な
い
も

の
が
あ
る
の
は
、
こ
ち
ら
が
ま
だ
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
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14

翻
慮
不
合
於
君
、
則
不
可
施
行
也
。

12

向
謂
道
術
。
謂
以
道
術
来
進
必
應
時
宜
、
以
合
會
君
謀
也
。

11 

，
 

あ
る
。
そ
れ
を
無
理
に
合
致
さ
せ
て
も
、
心
が
結
び
つ
い
て
い
な

い
も
の
は
、
表
面
的
に
は
親
し
む
が
、
心
の
う
ち
で
は
疎
ん
ず
る
。

だ
か
ら
、
事
柄
で
、
話
が
相
手
と
道
理
上
合
致
し
な
い
も
の
が
あ

れ
ば
、
聖
人
は
、
そ
れ
に
就
い
て
は
思
い
を
め
ぐ
ら
し
謀
り
事
を

し

た

り

は

し

な

い

。

1

3

」

説
僻
既
進
、
内
結
於
君
。
故
日
、
内
者
、
進
説
僻
也
。
度
情
為
謀
、

君
必
持
而
不
捨
。
故
曰
、
撻
者
、
撻
所
謀
也
。

圃
隠
慮
可
否
、
然
後
明
言
得
失
、
以
御
君
志
也
。
LJ

13

繭
應
計
慮
、
来
進
於
君
、
可
以
自
固
。
然
後
往
應
時
宜
、
必
営
君
心

国
15

闇
附
嘩
有
不
合
、
乃
更
描
鼠
切
摩
、
営
時
所
為
之
便
、
以
求
所
以
嬰

冒
10

岡
而
隠
度
則
其
説
必
行
、
計
而
循
順
則
其
計
必
用
。

22

閲
合
謂
圃
竪
而
方
柄
。
故
聖
人
不
為
謀
也
。

21

閾
有
離
合
而
不
結
固
者
、
謂
以
陽
外
相
親
、
陰
内
相
疏
也
。

20

圃
知
之
即
興
合
、
未
知
即
不
輿
合
也
。

向
事
已
著
。
故
言
之
、
貴
順
辟
。
来
事
未
形
、
故
説
之
、
貴
通
嬰
也
OLJ

18

酌
竪
者
、
謂
善
識
通
隻
之
理
、
審
知
地
勢
、
則
天
道
可
知
。
故
日
、

乃
通
於
天
。
知
天
則
四
時
順
理
而
従
化
。
故
日
、
已
化
四
時
。
鬼
誹
者
、

助
陰
陽
以
生
物
者
也
。
道
通
天
地
、
乃
能
使
鬼
紳
合
徳
於
陰
陽
也
°
l

19

蔚
能
知
地
、
通
天
、
化
四
時
、
合
陰
陽
、

人
也
、
必
見
其
謀
事
而
知
其
志
意
也
。
一

17 

乃
可
以
牧
蓑
人
民
。

故
遠
而
親
者
、
有
陰
徳
也
。
近
而
疏
者
、
志
不
合
也

23
。
就
而

不
用
者
、
策
不
得
也
。
去
而
反
求
者
、
事
中
来
也

24
。
日
進
前
而

不
御
者
、
施
不
合
也
。
遥
聞
瞥
而
相
思
者
、
合
於
謀
、
待
決
事
也
250

故
曰
、
不
見
其
類
而
為
之
者
、
見
逆
。
不
得
其
情
而
説
之
者
、
見

16

同
管
取
撻
、
撻
必
離
。
以
嬰
求
内
、
内
必
合
。

其
養
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非
2
6
。
得
其
情
、
乃
制
其
術
2
7
、
此
用
可
出
、
可
入
、

開
2
8
。
故
聖
人
立
事
、
以
此
先
知
而
撻
萬
物
290

可

撻

可
」
4
 

ー

故
に
遠
く
し
て
親
し
む
者
は
、
陰
徳
有
る
な
り
。
近
く
し
て
疎

ぜ
ら
る
る
者
は
、
志
、
合
せ
ざ
る
な
り
。
就
く
も
用
ひ
ら
れ
ざ
る

者
は
、
策
、
得
ざ
る
な
り
。
去
る
も
反
り
て
求
め
ら
る
る
者
は
、

事
、
来
に
中
る
な
り
。
日
々
に
前
に
進
む
も
御
せ
ら
れ
ざ
る
者
は
、

施
、
合
せ
ざ
る
な
り
。
遥
に
声
を
聞
き
て
相
ひ
思
ふ
者
は
、
謀
に

合
し
、
待
ち
て
事
を
決
せ
ん
と
す
る
な
り
。
故
に
日
く
、
其
の
類

を
見
ず
し
て
之
を
為
す
者
は
、
逆
ら
は
れ
、
其
の
情
を
得
ず
し
て

之
に
説
く
者
は
、
非
と
せ
ら
る
。
其
の
情
を
得
て
、
乃
ち
其
の
術

こ

こ

も

っ

を
制
す
。
此
を
用
て
出
す
べ
く
、
入
る
べ
く
、
撻
す
べ
く
、
開
く

こ
れ

べ
し
、
と
。
故
に
聖
人
の
事
を
立
つ
る
や
、
此
を
以
て
先
づ
知
り

て

萬

物

を

撻

す

。

1

4

」

そ
れ
故
に
、
遠
い
関
係
に
あ
る
の
に
親
し
む
の
は
、
「
陰
徳
」
（
隠

れ
た
、
人
の
心
を
引
き
つ
け
る
は
た
ら
き
）
が
あ
る
の
で
あ
る
。

身
近
に
接
し
て
い
な
が
ら
疎
ん
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
「
志
」
（
心
の
望

む
方
向
）
が
合
致
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
臣
下
と
し
て
就
い
て

も
用
い
ら
れ
な
い
の
は
、
献
策
が
当
を
得
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
人
の
下
を
去
っ
て
も
反
っ
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
そ
の
人
の
「
来
」
（
つ
も
り
、
将
来
へ
の
考
え
）
に
適

25

置
國
所
行
、
合
於
己
謀
、
待
之
以
決
其
事
。
故
曰
、
遥
聞
磐
而
相
思

也。

24 23 合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
々
君
前
に
進
ん
で
も
君
主
が
相
手
に

し
な
い
の
は
、
行
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
君
主
の
考
え
て
い
る
こ

と
に
合
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
君
主
が
遥
か
に
声
望
を
聞
い
て
心

に
用
い
た
い
と
思
う
の
は
、
思
う
そ
の
人
物
が
謀
り
事
の
遂
行
に

適
う
か
ら
で
、
得
て
計
画
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
こ
ち
ら
側
に
友
好
的
か
反

対
の
立
場
に
あ
る
の
か
と
い
っ
た
、
そ
の
類
を
見
な
い
で
行
動
す

る
も
の
は
逆
ら
わ
れ
、
相
手
の
「
情
」
を
つ
か
ま
ず
に
説
く
も
の

は
拒
否
さ
れ
る
。
相
手
の
「
情
」
を
つ
か
み
、
そ
こ
で
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
方
法
を
定
め
る
。
だ
か
ら
、
自
由
に
言
葉
を
出
入
、
撻

開
（
婢
閾
、
開
閉
）
し
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
、
聖

人
が
何
事
か
を
計
画
立
案
す
る
時
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

ま
ず
相
手
の
「
情
」
を
知
り
、
そ
れ
に
関
係
し
て
す
べ
て
の
物
事

（
全
体
）
を
、
こ
う
だ
と
押
さ
え
つ
か
む
（
全
体
の
中
に
位
置
づ

け

る

）

の

で

あ

る

。

1

4

」

陰
徳
、
為
陰
私
相
圃
図
徳
也
。

謂
所
言
営
時
未
合
、
事
過
始
駿
。
故
日
、
事
中
来
也
。
一
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29

言
以
得
情
立
事
。
故
能
先
知
可
否
。
萬
品
所
以
結
固
而
不
離
者
、
皆

由
得
情
也
。

由
夫
道
徳
、
仁
義
、
祠
柴
‘
園
圏
‘
計
謀
3
0
、
先
取
詩
書
、
混

説
損
盆
、
議
岡
固
班
3
1
。
欲
合
者
用
内
、
欲
去
者
用
外
32
。
外
内

者
、
必
明
道
敷
、
描
策
来
事
、
見
疑
国
之
3
3
、
策
無
失
計
、
立
功

建
徳
3
4
。
治
民
入
産
業
曰
撻
而
内
合
35
。
上
暗
不
治
、
下
胤
不
痛
、

撻
而
反
之
3
6
。
内
自
得
而
外
不
留
説
、
而
飛
之
3
7
。
若
命
自
来
、

己
迎
而
御
之
3
8
。
若
欲
去
之
、
因
危
輿
之
39
。
環
轄
因
化
、
莫
知

所
厖
、
退
為
大
儀
4

0

0

1

5

」

◎
「
忠
信
」
、
道
蔵
本
欠
。
嘉
慶
十
年
本
に
従
っ
て
補
う
。
◎
「
論
去
」
、

道
蔵
本
「
去
論
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
、
四
庫
全
書
本
に
従
っ
て

改
め
る
。
◎
「
決
」
、
「
知
」
、
道
蔵
本
「
訣
」
、
「
之
」
に
作
る
。
嘉
慶

28

此
用
者
、
皿
圃
其
情
也
、
則
出
入
自
由
、
撻
開
任
意
也
。

27

得
其
情
則
鴻
遇
長
風
、
魚
縦
大
堅
、
柿
然
莫
之
能
禦
。
故
能
制
其
術

也。

26

言
不
得
其
情
類
而
説
之
者
、
国
北
轄
適
楚
、
闇
育
遊
秦
、
所
以
見
非

逆
也
。

夫
の
道
徳
、
仁
義
、
礼
楽
、
忠
信
に
由
り
て
計
謀
し
、
先
づ
詩

書
を
取
り
、
混
説
損
益
し
て
去
就
を
鏃
論
す
。
合
せ
ん
と
欲
す
る

者
は
内
を
用
ひ
、
去
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
外
を
用
ふ
。
外
内
は
、

必
ず
道
数
を
明
ら
か
に
し
、
来
事
を
描
策
し
、
疑
を
見
て
此
を
決

す
れ
ば
、
策
に
失
計
無
く
、
功
を
立
て
徳
を
建
つ
。
民
を
治
め
産

業
を
入
る
る
を
、
捷
し
て
内
、
合
す
と
日
ふ
。
上
、
暗
に
し
て
治

さ
と

め
ず
、
下
、
乱
れ
て
窟
ら
ざ
れ
ば
、
捷
し
て
之
を
反
す
。
内
、
自

得
し
て
外
、
説
を
留
め
ざ
れ
ば
、
而
ち
之
を
飛
す
。
若
し
命
、
自

ら
来
ら
ば
、
己
、
迎
へ
て
之
を
御
す
。
若
し
之
を
去
ら
ん
と
欲
す

あ
た

れ
ば
、
危
に
因
り
て
之
に
典
ふ
。
環
転
、
化
に
因
ら
ば
、
為
す
所

を
知
る
莫
く
、
退
き
て
大
儀
を
為
す
。

15
」

あ
の
「
道
徳
」
、
「
仁
義
」
、
「
礼
楽
」
、
「
忠
信
」
と
い
っ
た
、
世

間
で
承
認
さ
れ
て
い
る
価
値
に
よ
っ
て
謀
り
事
を
立
て
、
先
ず
、

『
詩
経
』
、
『
書
経
』
（
つ
ま
り
そ
の
現
在
の
世
間
で
正
統
と
さ
れ

る
文
書
、
原
典
に
相
当
す
る
も
の
）
を
用
い
、
時
勢
に
適
う
様
に

取
捨
選
択
、
増
減
し
て
、
就
く
か
去
る
か
を
人
と
議
論
す
る
。
立

場
や
考
え
を
合
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
「
内
」
（
情
、
本
音
）

を
用
い
、
去
ろ
う
と
す
る
な
ら
「
外
」
（
建
前
）
を
用
い
る
。
「
外
」
、

「
内
」
は
、
必
ず
「
道
数
」
（
こ
と
ば
の
道
理
）
を
明
確
に
つ
か
み
、

十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。
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30 
「
来
事
」
（
こ
れ
か
ら
し
よ
う
と
す
る
事
）
を
推
し
量
り
画
策
し
、

疑
問
点
に
決
断
を
加
え
て
い
け
ば
、
画
策
し
た
こ
と
に
ま
ず
い
方

法
は
な
く
な
り
、
功
績
を
た
て
、
人
望
（
徳
）
を
得
て
示
す
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
人
々
を
治
め
安
定
し
た
税
収
を
得
る
事
を
、

し
つ
か
り
方
策
を
固
定
し
て
、
相
手
の
心
に
適
っ
た
計
画
、
と
い

う
。
君
主
が
暗
愚
で
統
治
せ
ず
、
臣
下
が
己
に
執
着
し
混
乱
し
て

筋
道
を
見
出
せ
な
い
な
ら
、
し
つ
か
り
方
策
を
固
定
し
、
こ
の
混

乱
を
「
反
」
す
る
。
（
こ
だ
わ
ら
ず
に
考
察
し
、
そ
の
前
提
を
つ
か

む
。
）
相
手
が
、
心
の
う
ち
で
は
こ
ち
ら
の
進
言
す
る
道
理
を
つ
か

ん
で
い
て
も
、
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
説
に
は
意
を
と
ど
め
ず
認

め
な
い
よ
う
な
態
度
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
人
物
を
褒
め
て
、
そ
の

「
情
」
を
つ
か
み
取
る
。
も
し
そ
の
結
果
、
そ
の
こ
と
を
扱
う
べ

き
天
命
が
自
然
と
来
た
な
ら
、
自
ら
進
ん
で
こ
れ
を
扱
う
。
も
し

天
命
が
到
ら
ず
、
去
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
危
う
い
情
勢
に
基

い
て
、
相
手
に
そ
の
こ
と
を
扱
う
べ
き
立
場
を
与
え
る
。
無
限
に

対
応
し
て
、
変
化
に
因
る
な
ら
、
こ
ち
ら
の
意
図
を
察
す
る
も
の

は
な
く
、
退
く
こ
と
で
あ
る
べ
き
あ
り
方
を
示
す
。
1
5
」

由
夫
得
情
、
故
能
行
謹
徳
、
仁
蓋
以
下
事
也
。

31

混
、
同
也
。
謂
先
考
詩
書
之
言
、
以
同
己
説
。
然
後
損
盆
時
事
、
議

論
去
就
也
。

39 38

君
心
既
善
己
、
必
自
有
命
来
召
、
二
圃
迎
而
禦
之
、
以
行
其
志
゜

既
能
明
道
薗
。
故
策
無
失
計
。
策
無
失
計
、
乃
可
以
立
功
建
徳
也
。

35

理
君
臣
之
名
、
使
上
下
有
序
、
賦
税
之
業
、
使
遠
近
無
差
。
上
下
有

序
、
則
職
分
明
、
遠
近
無
差
、
則
揺
役
簡
゜
如
此
則
國
之
某
向
国
『
故

日
、
撻
而
内
合
也
。

36

上
暗
不
治
其
任
、
下
胤
不
賭
其
萌
、
如
此
天
下
無
邦
、
域
中
畷
主
。

兼
昧
者
可
行
其
事
、
侮
団
著
、
由
是
而
興
。
故
曰
，
撻
而
反
之
。

37

言
自
賢
之
主
、
自
以
所
行
為
得
而
外
不
留
賢
者
之
説
。
如
此
者
、
則

為
作
磐
魯
而
飛
揚
之
、
以
釣
閲
幽
心
也
。

34 33 

翔
而
後
集
、
意
欲
去
之
、
因
国
窟
匹
危
興
之
辟
癸
。

40

去
就
之
際
、
反
覆
鼠
宜
、
如
員
環
之
轄
、
因
彼
竪
化
。
雖
圏
者
、
莫

知
其
所
為
。
如
是
而
退
、
可
謂
全
身
大
儀
。
儀
者
、
法
也
。

言
善
知
内
外
者
、
必
明
識
道
術
之
敷
、
預
撒
来
事
、
見
疑
能
決
也
。

32

内
謂
情
内
。
外
謂
情
外
。
得
情
自
合
、
失
情
自
去
。
此
蓋
理
之
常
也
。
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物
に
は
、
自
ず
か
ら
そ
う
な
る
道
理
が
あ
り
、
に
は
、
引
き

合
っ
た
り
離
れ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
近
い
の
に
見
る

こ
と
が
出
来
ず
、
遠
く
て
知
る
事
が
出
来
る
と
い
う
事
が
あ
る
。

近
い
の
に
見
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
の
言
莱
を
推
察
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
遠
い
の
に
知
る
事
が
出
来
る
の
は
、
「
往
」
（
過
去
）
を

こ
だ
わ
ら
ず
に
振
り
返
っ
て
、
そ
の
前
提
を
た
ず
ね
、
そ
の
こ
と

で
「
来
」
（
将
来
へ
の
つ
も
り
）
を
確
か
め
つ
か
ん
で
い
る
の
で
あ

る

。

1

6

」

抵

峨

第

四

物
に
自
然
有
り
、
事
に
合
離
有
り
。
近
く
し
て
見
る
べ
か
ら
ず
、

遠
く
し
て
知
る
べ
き
有
り
。
近
く
し
て
見
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
其

の
辞
を
察
せ
ざ
る
な
り
。
遠
く
し
て
知
る
べ
き
は
、
往
を
反
し
て

以

て

来

を

験

す

る

な

り

。

1

6

」

抵

峨

第

四

物
有
自
然
、
事
有
合
離
2
。
有
近
而
不
可
見
、
遠
而
可
知
。
近

而
不
可
見
者
、
不
察
其
僻
也
。
遠
而
可
知
者
、
反
往
以
瞼
来
也
3
。

16」

抵

峨

第

四

1

抵
、
撃
賓
也
。
繊
費
隙
也
。
腸
崩
因
隙
、
器
壊
因
夏
方
閲
圏
闘

而
撃
賓
之
、
則
膳
器
不
敗
。
若
不
可
救
、
因
而
除
之
。
更
有
所
督
置
、

人
事
亦
園
是
也
。

此
言
合
凰
国
乃
自
然
之
理
。

察
辮
観
行
、
則
近
情
可
見
。
反
往
瞼
来
、
則
遠
事
可
知
、
古
猶
今
也
。

故
考
往
古
、
則
可
瞼
来
E-、
故
曰
、
反
往
以
瞼
来
向
r

峨
者
、
綽
也
。
綽
者
、
躙
也
。
躙
者
、
成
大
隙
也
4
。
峨
始
有
朕
、

可
抵
而
塞
、
可
抵
而
薗
‘
可
抵
而
息
、
可
抵
而
匿
、
可
抵
而
得
。

此
謂
抵
峨
之
理
也
5
。
事
之
危
也
、
聖
人
知
之
、
獨
保
其
圏
‘
因

化
説
事
、
通
逹
計
謀
以
識
細
微
6
。
癌
起
秋
篭
之
園
‘
揮
之
於
太

山
之
本
7
。
其
施
外
兆
萌
牙
硬
之
謀
、
皆
由
抵
峨
。
抵
蛾
隙
蔦

道
術
8
。

17」

◎
面
」
、
「
末
」
道
蔵
本
「
却
」
、
「
未
」
に
作
る
。
◎
「
身
」
、
道
蔵
本

「
用
」
に
作
る
。
嘉
鹿
十
年
本
に
従
っ
て
改
め
る
。

か

ん

き

ざ

し

峨
は
鱚
な
り
。
縛
は
躙
な
り
。
躙
は
大
隙
を
成
す
。
戯
は
始
め
朕
有

し
り
ぞ

り
、
抵
し
て
塞
ぐ
べ
く
、
抵
し
て
卸
く
べ
く
、
抵
し
て
息
む
べ
く
、

抵
し
て
匿
す
べ
く
、
抵
し
て
得
べ
し
。
此
れ
、
抵
峨
の
理
と
謂
ふ
。

事
の
危
き
や
、
聖
人
、
之
を
知
り
、
独
り
其
の
身
を
保
ち
、
化
に

3
 

2
 

ー
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4

隙
大
、
則
崩
毀
将
至
。
故
宜
有
以
抵
之
也
。

因
り
て
事
を
説
き
、
計
謀
に
通
達
し
て
以
て
細
微
を
識
り
、
秋
竜

の
末
に
経
起
し
、
之
を
太
山
の
本
に
揮
ふ
。
其
の
兆
萌
、
牙
學
の

謀
を
施
す
は
、
皆
、
抵
峨
に
由
る
。
峨
隙
を
抵
す
る
は
、
道
術
為

り

。

1

7

」

「
峨
」
と
は
「
縛
」
、
ひ
び
、
隙
間
で
あ
る
。
「
縛
」
と
は
「
躙
」
、

谷
川
で
あ
る
。
「
躙
」
は
大
き
な
隙
間
を
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
峨
」
は
始
め
に
「
朕
」
、
兆
し
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
抵
」
（
手
当

て
）
し
て
塞
ぐ
こ
と
も
で
き
る
し
、
退
け
る
こ
と
も
、
終
息
さ
せ

る
こ
と
も
、
隠
す
こ
と
も
、
得
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
抵
峨
の
理
」
（
物
事
の
隙
間
を
手
当
て
す
る
筋
道
）
と
い

う
。
事
は
常
に
変
化
し
危
い
も
の
な
の
で
あ
り
、
聖
人
は
こ
れ
を

察
知
し
、
揺
ぎ
無
く
自
分
自
身
を
然
る
べ
く
保
ち
、
変
化
に
基
き

そ
の
こ
と
の
扱
い
を
説
き
、
（
そ
の
事
に
対
す
る
）
計
画
に
通
じ
、

そ
の
要
点
に
達
し
て
、
細
か
く
微
妙
な
と
こ
ろ
を
つ
か
み
取
り
、

毛
先
ほ
ど
の
微
細
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
め
、
そ
れ
を
泰
山
の

下
の
よ
う
な
広
大
な
場
に
展
開
す
る
。
聖
人
が
、
土
崩
瓦
解
の
兆

し
、
芽
生
え
を
取
り
除
く
謀
り
事
を
施
す
の
は
、
す
べ
て
、
こ
の

「
抵
峨
」
に
由
る
の
で
あ
る
。
物
事
の
隙
間
を
手
当
て
す
る
と
い

う
の
が
、
「
道
術
」
（
然
る
べ
き
方
策
）
で
あ
る
。
1
7
」

夭
下
醐
錯
、
上
無
明
主
、
公
侯
無
道
徳
、
則
小
人
證
賊
、
賢
人

不
用
、
聖
人
蹴
匿
、
貪
利
詐
偶
者
作
、
君
臣
相
惑
、
土
崩
瓦
解
而

相
伐
射
、
父
子
離
散
、
乖
胤
反
目
、
是
謂
萌
牙
峨
綽
9
。

聖
人
見
萌
牙
峨
綽
、
則
抵
之
以
法
。
世
可
以
治
、
則
抵
而
塞
之
。

不
可
治
、
則
抵
而
得
之
。
或
抵
如
此
、
或
抵
如
彼
、
或
抵
反
之
、

或
抵
覆
之
1
0
。
五
帝
之
政
、
抵
而
塞
之
、
三
王
之
事
、
抵
而
得
之
110

8
 

7

漢
高
祖
以
布
位
登
皇
帝
位
、
殷
湯
由
百
里
而
取
萬
邦
。
握
、
始
也
。

揮
‘
圏
也
。

6
 

5
 
朕
者
、
隙
之
将
兆
、
謂
其
微
也
。
自
中
成
卿
者
、
可
抵
而
塞
。
自
外

来
者
、
可
抵
皿
喝
自
下
生
者
、
可
抵
而
息
。
其
萌
微
者
、
可
抵
而
匿
゜

都
不
可
治
者
、
可
抵
而
得
。
深
知
此
五
者
、
然
段
幽
抵
峨
之
理
也
。

形
而
上
者
、
謂
之
聖
人
。
故
危
兆
線
形
、
朗
然
先
覺
。
既
明
且
哲
、

故
獨
保
其
闇
咆
。
因
化
説
事
、
随
機
逗
術
、
通
達
計
謀
、
以
握
緯
識
圏

微
而
預
防
之
也
。

言
化
政
施
外
、
兆
萌
牙
戟
之
時
、
圏
謀
岡
図
而
起
。
蓋
由
善
抵
峨
之

理
、
故
能
不
失
其
機
。
然
則
峨
隙
既
敬
、
乃
可
行
道
術
。
日
抵
峨
隙
為

道
術
也
。
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諸
侯
相
抵
、
不
可
勝
敷
。
営
此
之
時
、
能
抵
為
右
1
2
。
自
天
地
之

合
圃
終
始
、
必
有
峨
隙
、
不
可
不
察
也
1
3
。
察
之
以
婢
閾
。
能
用

此
道
、
聖
人
也
1
4
。
聖
人
者
、
天
地
之
使
也
1
5
。
世
無
可
抵
、
則

深
隠
而
待
時
、
時
有
可
抵
、
則
為
之
謀
。
可
以
上
合
、
可
以
検
下
160

能

因

能

循

、

烏

天

地

守

誹

1

7

0

1

8

」

◎
「
紛
」
、
「
離
」
道
蔵
本
「
分
」
、
「
理
」
に
作
る
。
嘉
慶
十
年
本
に

従
っ
て
改
め
る
。

天
下
紛
錯
し
、
上
に
明
主
無
く
、
公
侯
、
道
徳
無
く
ん
ば
、
則

ち
小
人
、
證
賊
し
、
賢
人
用
ひ
ら
れ
ず
、
聖
人
、
蹴
匿
し
、
貪
利

お
こ

詐
偽
す
る
者
作
り
、
君
臣
相
ひ
惑
ひ
、
土
崩
瓦
解
し
て
相
ひ
伐
射

し
、
父
子
は
離
散
し
、
乖
乱
反
目
す
、
是
れ
萌
牙
、
峨
醇
と
謂
ふ
。

聖
人
、
萌
牙
、
峨
綽
を
見
れ
ば
、
則
ち
之
を
抵
す
る
に
法
を
以
て

す
。
世
、
以
て
治
む
べ
く
ん
ば
、
則
ち
抵
し
て
之
を
塞
ぐ
。
治
む

べ
か
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
抵
し
て
之
を
得
。
或
は
抵
す
る
こ
と
此
の

如
く
、
或
は
抵
す
る
こ
と
彼
の
如
く
、
或
は
抵
し
て
之
を
反
し
、

或
は
抵
し
て
之
を
覆
す
。
五
帝
の
政
は
、
抵
し
て
之
を
塞
ぎ
、
三

王
の
事
は
、
抵
し
て
之
を
得
。
諸
侯
の
相
ひ
抵
す
る
は
、
勝
げ
て

数
ふ
べ
か
ら
ず
。
此
の
時
に
当
り
て
は
、
能
く
抵
す
る
は
右
為
り
。

天
地
の
合
離
、
終
始
よ
り
、
必
ず
峨
隙
有
り
、
察
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
之
を
察
す
る
に
稗
閾
を
以
て
す
。
能
＜
此
の
道
を
用
ふ
る
は

聖
人
な
り
。
聖
人
は
天
地
の
使
な
り
。
世
に
抵
す
べ
き
無
く
ん
ば
、

則
ち
深
く
隠
れ
て
時
を
待
ち
、
時
に
抵
す
べ
き
有
ら
ば
、
則
ち
之

が
謀
を
為
す
。
以
て
上
に
合
す
べ
く
、
以
て
下
を
検
す
べ
し
。
能

＜
因
り
、
能
＜
循
ひ
、
天
地
の
為
に
神
を
守
る
。
1
8
」

天
下
が
混
乱
し
、
上
に
明
主
が
居
ら
ず
、
諸
侯
に
節
操
が
な
け

れ
ば
、
小
人
（
エ
ゴ
イ
ス
ト
）
が
人
の
足
を
引
っ
張
り
陥
れ
、
賢

人
は
用
い
ら
れ
ず
、
聖
人
は
逃
れ
隠
れ
て
し
ま
い
、
利
益
を
貪
り
、

出
来
も
し
な
い
理
念
や
理
想
、
あ
り
も
し
な
い
恐
怖
や
邪
悪
を
詐

り
言
い
立
て
る
も
の
が
現
れ
、
君
臣
は
互
い
に
信
じ
ら
れ
る
も
の

を
失
っ
て
惑
い
、
秩
序
は
土
崩
瓦
解
し
、
互
い
に
攻
撃
し
、
親
子

も
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
せ
め
ぎ
あ
っ
て
背
き
乱
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
工

ゴ
に
凝
り
固
ま
っ
て
反
目
す
る
。
こ
れ
を
、
「
萌
芽
、
峨
縛
」
（
崩

壊
へ
の
芽
生
え
、
破
滅
へ
の
隙
間
。
）
と
言
う
。
聖
人
は
、
「
萌
芽
、

峨
離
」
を
見
れ
ば
然
る
べ
き
方
法
で
も
っ
て
こ
れ
を
手
当
て
し
よ

う
と
す
る
。
そ
の
方
法
と
は
、
世
の
中
が
、
そ
の
ま
ま
治
め
ら
れ

る
よ
う
な
ら
、
対
応
し
て
、
そ
の
世
界
、
現
体
制
の
隙
間
を
塞
ぐ
。

治
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
ら
、
対
応
し
て
、
そ
の
世
界
を
自
ら
の
も

の
と
す
る
。
そ
の
時
、
そ
の
状
況
に
対
応
し
、
あ
る
時
は
「
反
」

（
こ
だ
わ
ら
ず
と
ら
わ
れ
ず
に
ひ
っ
く
り
返
し
て
問
う
）
し
、
そ

の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
あ
る
時
は
「
覆
」
（
相
手
の
反
応
を
つ
か
む
。
）

し
、
そ
の
未
来
を
確
立
す
る
。
尭
舜
等
の
五
帝
の
時
代
の
政
治
は
、

対
応
し
て
隙
間
を
塞
い
だ
も
の
で
あ
り
（
禅
譲
）
、
夏
殷
周
三
代
の
、
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，
 

夏
萬
、
殷
湯
、
周
の
武
王
の
三
王
の
事
跡
は
、
対
応
し
て
、
世
界

を
自
ら
の
も
の
に
し
た
も
の
で
あ
る
（
放
伐
）
。
そ
れ
以
降
（
春
秋

時
代
）
の
諸
侯
が
、
互
い
に
対
応
し
、
覇
者
と
な
っ
た
の
は
数
限

り
な
い
。
こ
の
今
の
時
代
（
戦
国
時
代
）
に
あ
っ
て
は
、
対
応
す

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
、
身
分
に
関
係
な
く
、
人
に
擢
ん
で
た

者
と
な
る
。
天
地
が
現
象
し
展
開
し
て
以
来
、
必
ず
物
事
に
は
、

崩
壊
、
破
滅
へ
の
隙
間
、
「
峨
隙
」
が
有
る
。
よ
く
よ
く
考
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
考
察
す
る
に
は
、
「
婢
閾
」
（
開
閉

の
道
、
つ
ま
り
己
を
超
え
て
あ
る
べ
く
あ
る
こ
と
。
）
を
用
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
、
方
法
を
用
い
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
が
聖
人
で
あ
る
。
聖
人
は
、
天
地
の
使
い
、
存
在
が
生
み

出
し
た
然
る
べ
き
存
在
、
つ
ま
り
、
先
天
的
な
も
の
で
あ
る
。
世

の
中
に
、
対
応
し
手
当
て
で
き
る
機
会
、
状
況
が
な
け
れ
ば
、
深

く
隠
れ
て
時
を
待
ち
、
手
当
て
で
き
る
時
が
あ
れ
ば
、
そ
の
機
に

因
っ
て
計
謀
す
る
の
で
あ
る
。
上
、
君
主
に
合
わ
せ
て
隙
間
を
塞

ぐ
こ
と
も
出
来
る
し
、
下
、
自
ら
が
得
て
、
取
り
仕
切
る
こ
と
も

出
来
る
。
時
勢
に
因
り
従
い
、
然
る
べ
く
対
応
し
、
現
象
す
る
世

界
を
生
み
出
す
心
の
本
来
の
は
た
ら
き
た
る
「
神
」
を
守
り
、
そ

の
も
の
の
現
れ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

18
」

此
謂
胤
政
萌
牙
、
為
國
之
峨
縛
。
伐
射
謂
相
攻
伐
而
激
射
也
。

鬼
谷
子
巻
上

17 16 15 14 12 

言
能
因
循
此
道
、
則
大
賓
之
位
可
居
。
故
能
為
天
地
守
其
稗
E
布
r

10

如
此
、
謂
抵
而
塞
之
。
如
彼
、
謂
抵
而
得
之
。
反
之
、
為
助
之
為
理
。
覆

之
、
謂
因
取
其
國
゜

11

五
帝
之
政
、
世
猶
可
理
、
故
日
、
抵
而
塞
之
。
是
以
有
祠
譲
之
事
。
三
王

之
事
、
世
不
可
理
、
故
曰
、
抵
而
得
之
。
是
以
有
征
伐
之
事
。

謂
五
伯
時
右
、
由
上
也
。

13

合
離
、
謂
否
泰
。
言
天
地
之
道
、
正
観
尚
有
否
泰
為
之
峨
隙
。
国
図
於
人

乎
。
故
日
、
不
可
不
察
也
。

婢
閾
亦
否
泰
也
。
個
大
道
以
経
人
事
者
、
聖
人
也
。

後
天
而
奉
天
時
、
故
日
、
天
地
之
使
也
。

上
合
、
謂
抵
而
塞
之
、
助
時
為
治
。
検
下
、
謂
抵
而
得
之
、
同
園
蹄
己
也
。
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(
1
)
『
鬼
谷
子
』
の
文
献
学
的
資
料
考
証
及
び
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
『
鬼
谷
子
』
の
文
献
学
的
考
察
ー
武
内
義
雄
説
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
中

国
の
思
想
世
界
』
所
収
二

0
0六
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注

(139) 


